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あも`な内容

0八女西部広域事務組合30周年○

(P。 2′ψ3)

0第31回 ちっご祭     (P,4～ 5)

0筑後市公共下水道事業  (P,6～ 7)

0消防職員募集       (P.8)
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7月 19日、終業式の後|こ通知表「あ

ゆみ」を初めて受け取つた水田小学

校 1年生。「あゆみ」が何なのかを知

つている子と知らない子の反応は

対照的でした。

(内 容は15ページに紹介)
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,

場

へ
の
ご
み
の
埋
め

。
し
か
し
、
私

し
て
も
最
終
処
分
場
を

れ
ば
今
の
危
機
的
な
状

」
み
の
再
資
源
化
に
よ
る

、
私
た
ち
を
２．

ご
み
処
理
施
設
を

プ
ラ
ザ
」
で
す
。

八
女
西
部
広
域
事
務
組
合
は
、
筑
後

中
部
清
掃
施
設
組
合
を
組
織
統
合
し
て

ご
み
の
増
大
は
も
ち

ろ
ん

の
こ
と
、
多

様
化
な
ど
に
も
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

平
成

に
入

っ
て
か
ら
、

こ
れ
ま

で
の

大
量
生
産

・
大
量
廃
棄
型
社
会

シ
ス
テ

ム
の

「
ジ
ケ
」
が
表
面
化
し
始
め
ま
し

た
。
使
え
ば
な
く
な
る
石
油
や
石
炭
な

ど

の
化
石
燃
料

の
問
題
、
森
林
伐
採
な

ど

に
よ
る
地
球
規
模

の
環
境
問
題
、
全

国
各
地

の
ご
み
埋
立
地
不
足
な
ど
が
そ

う
で
す
。

「限
り
あ
る
資
源
を
大
切

に
」

と
叫
ば
れ
だ
し
た
の
も

こ
の
こ
ろ
で
す
。

国
は
、
焼
却

・
埋
め
立

て
に
よ
る
ご
み

処
理
を
改
め
、

ご
み
を
再
資
源
化
し
て

減
ら
し
、
天
然
資
源
を
も
節
約
し
よ
う

と

『容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
』
を

つ

く
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
住
民

・
事
業

者

。
行
政
そ
れ
ぞ
れ
が
責
任
を
持

っ
て

ヽ
「資
源
循
環
型
社
会
」
を

つ
く
り
上
げ

・　
よ
う
と

い
う
も

の
で
す
。

各
市
町
ば
ら
ば
ら
で
は

資
源
化
の
効
率
が
…

一

『容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
』

に
基

づ
き
、
市

で
は
平
成
８
年
７
月
か
ら
資

源

ご
み

の
分

別
収

集
を

ス
タ

ー
ト

さ

せ
、
リ
サ
イ
ク

ル
推
進

に
取
り
組
み
始

め
ま
し
た
。

同
じ
よ
う

に
八
女
西
部
広
域
事
務
組

合
を
構
成
す
る
ほ
か
の
市
町
も
、
そ
れ

ぞ
れ
分
別
収
集

に
取
り
組
み
だ
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
各
市
町
独
自

の
や
り
方

　

（コ

で
資
源

ご
み
収
集
を

し

て
い
た
た
め
、　
　
ｒ
、

再
資
源
化
、
減
量
化

の
効
果
が
十
分

に

発
揮

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
で
同

組
合
は
、
管
内
す

べ
て
の
資
源

ご
み
を

効
率
的

で
適
正
に
処
理
で
き
る
最
新

の

技
術
と
設
備
を
導
入
す
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。
そ
れ
が
４
月
に
稼
働
し
た

「八

女
西
部
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
」

で
す
。

こ
の
施
設
建
設

で
、
構
成
市
町
の
資

源

ご
み
の
分
別
収
集
品
日
は
今
年
度
か

ら
統

一
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
市
５
町
の
リ
サ
イ
ク

ル
拠
点
施
設

「八
女
西
部
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
」

は

「工
場
棟
」
「保
管
庫
棟
」
「プ
ラ
ザ

棟
」
か
ら
な
る
資
源
ご
み
処
理

・
保
管

施
設
で
す
。

「工
場
棟
」
で
は
、
缶
、
び
ん
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
が
処
理
さ
れ
ま
す
。
缶
は

ス
チ
ー
ル
選
別
機
と
ア
ル
ミ
選
別
機
で

そ
れ
ぞ
れ
に
分
け
ら
れ
、
プ
レ
ス
機
で

圧
縮
し
て
保
管
さ
れ
ま
す
。
び
ん
は
、

び
ん
自
動
色
選
別
機
で
自

・
茶

・
緑

・

青

。
そ
の
ほ
か
の
５
種
類

に
分
け
ら

れ
、
保
管
さ
れ
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
圧
縮

・
梱
包
機

で
圧
縮

・
梱
包
さ

れ
、
保
管
さ
れ
ま
す
。

「保
管
庫
棟
」
で
は
、
ト
レ
イ
、
紙

家庭でのびん分別の手間を省<最新設備「びん自動色選別機」。コンピユータで
色別し、 5種類に分類します

八女西部リサイクルプラザ

●樹要 〔全敷地面積〕約15,000♂ 〔建築面積〕3i183♂
〔建築規模〕工場棟(地下1階・地上2階)プラザ棟艶上2階 )

保管庫棟(地上1階)〔総建設費〕1,056,300,000円 0処理能
力 〔缶類〕6.475時間 〔びん〕14,775時間 〔ペットボトルl

O.875時間●問合せ 筑後市大字前津2105-2a52二7387



』 は

スラグエ房室
暉

再生工房室

八女西部広域事務組合では、「八

女西部 リサイクルプラザ」の各工房

室の利用者 を募集 します。みなさん

の活動などに役立てて ください。

ロエ房室 吉本・裁縫工房室、石け

ん工房室、スラグエ房室、再生工房

室

団千u用口孝間  8:30～ 16:00
※土 。日曜日と祝 日は休みです

口利用料 無料 (た だ し、石けん工

房室・スラグエ房室は材料費が必要

です )

団申込み 。問合せ 八女西部 リサイ

クルプラザ (奮 52二 7387)ヘ

施設見学もどうぞ

同組合では、両施設の見学にも

えています。

こた

応

園申込み 5～ 50人のグループで希

望す る見学 日の 1カ 月前 までに市環

境課 リサイクル推進係 (奮 53-4
111内 線 372)ヘ
※希望 日に見学で きない場合があ り

ます
団問合せ 八女西部ク リー ンセ ンタ

ー (奮 52-7536)ヘ

▲人女西部リサイクルプラザ
平面図

。この施設を操作管理する
0中央操作室。
・ コンテナに入れられ搬入
されたびみはコンテナごと
コンベアにのせられます。
空のコンテナ|よ②コンテナ
洗浄装置で自動洗浄され保
管されますど
・びんは異物の除去や生き
びん回収の後、びみ自動色
選別機にかけられ色ごとに
分けられて0カ レット貯留
ヤードにためられます。
・搬入された缶は0ス チー
ル選別機や0アルミ選別機
でステール缶とアルミ缶 |こ

分けられます。スチール缶
こアルミ缶 lこ表それぞれの0
貯留ホッパ・プレス機で圧
縮成型処理がなされます。
・搬入されたペットボトル
は、異物などが取り除かれ
た後、0ペ ツ トボ トル圧
縮・梱包機で圧縮・梱包さ
れます。
・ トレイ、紙パック、新聞
紙、ダンボール、雑紙類、
古布などが保管される0保
管庫棟。

、
ノ

ヽ

パ

ッ
ク
、
新
聞
紙
、
ダ

ン
ボ
ー

ル
、
雑

紙
類
、
古
布
が

一
時
保
管
さ
れ
ま
す
。

「プ

ラ
ザ
棟
」

に
は
、

こ
の
施
設

の

大
き
な
目
玉
の
ひ
と

つ
で
あ
る

「工
房
」

が
あ
り
ま
す
。

「
工
房
」

は
、
集
ま

っ

た
資
源

ご
み
を
利
用
し
て
、
自
分
た
ち

の
手

で
再
生

で
き
る
部
屋

で
す
。
管
内

の
み
な
さ
ん

に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め

に
設
置
し
ま
し
た
。
古
布
を
利
用
し
て

裁
縫
し
た
り
、
古
本
を
読
ん
だ
り
で
き

る

「吉
本

・
裁
縫

工
房
室
」
、
食
用
廃

油
か
ら
粉
石
け
ん
作
り
が
で
き
る

「石

け
ん
工
房
室
」
、
八
女
西
部
ク
リ
ー

ン

セ
ン
タ
ー

で
で
き
る
ス
ラ
グ
を
利
用
し

て
陶
芸
体
験
が
で
き
る

「
ス
ラ
グ
エ
房

室
」
、
自
転
車

や
家
具
を
修
理

。
再
生

す
る
た
め

の

「再
生
工
房
室
」
が
あ
り

ま
す
。

◇

　

　

◇

　

　

◇

「八
女
西
部
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
」

J

と

「八
女
西
部
リ
サ
イ
ク

ル
プ

ラ
ザ
」

を
同
時
稼
働
さ
せ
、

２‐
世
紀

の
社
会
が

め
ざ
す

「資
源
循
環
型
社
会
」

へ
の
対

応
を
十
分
可
能

に
し
た
八
女
西
部
広
域

事
務
組
合
。
し
か
し
、
同
組
合

の
力
だ

け
で
は
資
源

ご
み
は
再
生
資
源

へ
と
生

ま
れ
変
わ
る
こ
と
は
で
き
ず
、

ご
み
は

減
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、

私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
ル
ー

ル
に
従

っ

て
き
ち
ん
と
資
源

ご
み
を
分
け
て
出
す

こ
と
、
生

ご
み
は
処
理
器
で
処
分
し
た

り
、

ご
み
に
な
り
そ
う
な
も

の
は
買
う

の
を
控
え
た
り
、
簡
易
包
装
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
た
り
し
て
家
庭
か
ら
出
る

ご
み
を
減
ら
す

こ
と
、

ご
み
問
題

に
関

心
を
持

つ
こ
と
、
な
ど

に
取
り
組
ん
で

初
め

て
、
資
源

ご
み
は
再
商
品
化
さ
れ

る
こ
と

に
な
り
、
資
源
化

で
き
な

い
ご

み
の
減
量
化
も
進
ん
で
い
く

こ
と

に
な

る
か
ら
で
す
。
　

　

　

　

　

（お
わ
り
）

各

工
房

室

の
利

用

者

募

集

(3)

●



ヽ_,ヌ ＼ぎ

ち

イベン
、D第 2回みこしフェスク
◆スピード部門

ちつご祭実行委員会が作ったみこしを担
いでのタイムレース

〔対象〕中学生以上の8人 1組のチーム 〔賞〕
優勝10万円、準優勝5万円、参加賞あり

◆パフォーマンス部門
ステージで3分間の演技を披露。みこし

の大きさ、担ぎ手の人数などすべて自由。「顔
見せ大行列」にも参加

〔対象〕どなたでも 〔賞〕優勝15万 円、準
優勝10万円、特別賞5万円、参加賞3万円

0にやがり彰んのカラオケ六会

伴奏カラオケカセットテープを持参し、
3分以内か2コ ーラスまでで歌や衣装、演
技を披露

〔対象〕どなたでも 〔賞〕にやがりもん大
賞 5万円ほか多数

0顔見せ六行列
〔対象〕地域や企業、団体などのグループ
〔賞〕顔見せ大賞5万円ほか多数

ё総踊り
〔対象〕地域や企業、団体などのグループ
〔曲目〕筑後音頭、炭鉱節ほか
※練習日 〔とき〕8月 28日 l月)13:30～/9月
2日 こと)19:30～ /9月 7日 lオ、113:30～ &
19i30～ 〔ところ〕サンコア軽運動室

tD″マチュ″バントライブ
演奏時間は25分程度。ジャンルは不問

〔対象〕グループ (申 込み多数の場合は

同実行委員会で選考します)

0膜擬店

にぎやか食べ物広場で飲食、物産などの

店を。 1コ マは3.6m× 2.7m程度のテント。

時F口写は11:00～ 21:00

〔コマ代〕>同実行委員会関係者=1万 円
>市内に住んでいるか勤めている人=1万
5,000円 >そ のほかの人=2万円 (申 込み

多数の場合は同実行委員会で選考します)

※出店許可証の交付を受け、それを当日も
つてきた人だけが出店できます。ごみの分

別収集を義務づけます。電話やファックス

での申込みはできません

=申込み 。問合せ=
8月 25日④ までにちっご祭事務局 (商工

観光課内盗 53-4111内 線 210)へ
迷惑をおかけします          (4)

第

Ⅲ

問合せ0ちつご祭事務局 (商工観光課内)

盗53‐411呵 内線210

C

今
年

の
テ
ー

マ
は
「
ち

っ
ご

に
ぎ
や
か
カ
ー

ニ
バ

ル
２
０
０
０
」
。
出

場
し
て
大

い
に
盛
り
上
が
ろ
う
と
意
気
込
ん
で

い
る
人

（グ

ル
ー
プ
）

も
多

い
は
ず
。

ち

っ
ご
市
民
が
熱
く
燃
え
る

「
ち

っ
ご
祭
」
が
や

っ
て
き
ま
す
。
今
回

も

「
第

２
回
み
こ
し

フ

ェ
ス
タ
」
を

メ
ー
ン
に
、
参
加
型

の
イ
ベ
ン
ト
が

い

っ
ぱ

い
で
す
。
さ
ら
に
今
回
の
祭
り
で
は
、
来
年

の

「
ち

っ
ご
祭
」
に

向
け
て

『筑
後
音
頭
』
が
変
身

し
ま
す
。

期
待
ド
キ
ド
キ
の

「
第

割
回
ち

っ
ご
祭
」
。
お
お

っ
ぴ
ら
に
に
や
が
り

ま
し

ょ
う
。

ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ
オ
ー
マ
ン
ス

☆
核
一〇０
～
　
　
　
　
△至場
全
体

各
地

で
活
躍
す

る
プ

ロ
の
ス
ト
リ
ー

ト

パ

フ
ォ
ー

マ
ー

や
大
道
芸
人
た
ち

が

集
結
。
会
場

の
あ
ち

こ
ち

に
出
没

し

て

笑

い
と
興
奮

の
芸
を
披
露
し
ま
す
。

金
魚
す
く
い
六
会

☆

‐２
・００

～
ふ

れ

あ

い

ス
ト

リ

ー
ト

た
く

さ
ん
す
く

っ
た
人

の
勝
ち

。
日

上野秀年

本
記
録

（３
分
間

で
５２
匹
）
を
達
成

し

た
ら
特
別
ボ
ー
ナ

ス

（賞
金

５
万
２
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
）
を
プ

レ
ゼ

ン
ト
。
さ
あ
、

あ
な
た

は
何
匹
す
く
え

る
か
。
多
数

の

賞
を
準
備

し

て

い
ま
す
。
飛

び
入
り
参

加

で
。

ア
マ
チ
ｎ
ア
バ
ン
ト
ラ
イ
ブ

☆
‐２
０̈０
～

に
や
が
リ
ス
テ
ー
ジ
②

解
放
感
あ
ふ
れ

る
大
音
量

の
野
外

ラ

イ
ブ
。

守ともん太

デビット・ラムゼイ

I粋
1

揚野バンリ

う

善

海ヽ猿

「
　

♪

ミ

ヽ
　

一
　
　

・ゝ

ヽ

・
　

．　
′

r

,‐

※会場周辺に住むみなさんには、大変ご



π

戸

竹原ひろみ

夢g2回みこしワエス縁

☆¶2:30～

にぎやかストリート

☆16:00～

カーニバルメインヌテージ

野呂五郎

12:00～
22:00

バーモンド秀樹

第31回 ちつご祭

ぎやかカーニ′Wレ2000会場

圏

昨
年

に
引
き
続
き
、

こ
れ

が

「ち

っ

ご
祭
」

の
目
玉
。
共

通

の
み

こ
し
を
担

い
で
タ
イ
ム
を
競
う

「
ス
ピ
ー
ド
部
門
」
、

自
作

の
み

こ
し
を

メ
ー

ン
に
、
衣
装

や

演
技

で
競
う

「パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
部
門
」

に
、
元
気
も
ん

や

に
や
が
り
も

ん
が
出

場
し
ま
す
。

仮
面
ラ
イ
ワ
ー
ク
ウ
ガ
シ
ａ
ｌ

☆

‐２
・３０

～

力

十

二
バ

ル

メ
イ

ン
ス

テ
ー
ジ

☆

‐７
・００
～

に
や
が
リ
ス
テ
ー
ジ
②

テ

レ
ビ

の
ヒ
ー

ロ
ー

一仮
面

ラ
イ
ダ

ー
ク
ウ
ガ
」

が
ち

っ
ご
に
現
れ
た
悪

の

軍
団
と
大
決
戦
。
君
も
ク
ウ
ガ
を
応
援

し
よ
う
。
サ
イ

ン
会
も
あ
り
ま
す
。

顔
見
せ
六
行
列

☆
‐４
・００
～
　
　
　
　
△ム場
全
体

自
作

の
み

こ
し
を
担

い
だ

に
や
が
り

も
ん
た
ち
や
お
祭
り
好
き
な
グ

ル
ー
プ

・

団
体
、
プ

ロ
の
パ

フ
オ
ー

マ
ー
な
ど

に

よ

る

ユ
ニ
ー
ク
な

デ

モ
ン
ス
ト

レ
ー

シ

ヨ
ン
パ
レ
ー
ド
。

サ

ユ

六
声
六
会

☆

‐６
・００

～

に
や
が
リ
ス
テ
ー
ジ
②

大
声

の
持
ち
主
集
ま
れ
。
血
管

が
浮

き
出

る
ほ
ど
声
を
張
り
上
げ

て
大
賞

？

万
円
を

グ

ッ
ト
し
よ
う
。
飛

び
入
り
参

加
で
。

に
や
が
リ
セ
ん
の
カ
ラ
オ
ケ
六
会

☆

‐６

３̈０
～

に
や
が
リ
ス
テ
ー
ジ
①

歌
唱
力

で
は
勝

て
ま

せ
ん
。
演
技

や

衣
装

で
競
わ
れ

る
ノ
リ
と
笑

い
を
重
視

し
た
不
思
議
な

コ
ン
テ
ス
ト
。

新
ｔ
の
ま
ね
御
三
宏
シ
ョ
ー

（ち

っ
ご
祭

特

別

バ
ー

ジ

ョ
ン
）

☆

‐９
・００

～

力

十

二
バ

ル

メ
イ

ン
ス
テ
ー
ジ

近

ご
ろ
何

か
と
話
題
を
振

り
ま
き
、

人
気
復
活
が
う
わ
さ
さ
れ
る
新
御
三
家

（郷

ひ
ろ
み

・
野

口
五
郎

・
西
城
秀
樹
）

の

そ

っ
く
り
さ
ん
、
そ

の
名
も

「竹
原

ひ

ろ
み
」

「
野
呂
五
郎
」

「
バ
ー

モ
ン
ド

秀
樹
」

が
、
歌
あ

り
踊
り
あ

り

の
爆
笑

ラ
イ
ブ
を
展
開
。

総
踊
り

☆

２０
中３０

～

に
ぎ

や

つ

ヌ
ト

リ

＝
ト

今
年

の
祭

り

の
ク

ラ
イ

マ
ッ
ク

ス
も

こ
れ
。
訪
れ
た
人
を
巻
き
込
み
な
が
ら

歩
行
者
天
国
は
踊
る
人
、
人
、
人
…
。

圏

ジ

２

０

パフォーマンス部F弓

(5) ※会場は11:00～歩行者天国となり、車の乗り入れができなくなります。注意してください



よ
り
健
康
で
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
県
は
筑
後
市
な
ど
２

市
４
町
に
ま
た
が
る

「
矢
部
川
流
域
下
水
道
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
、
市
で
は

「筑
後
市
公
共
下
水
道
事
業
」
で
市
内
の
下
水
道
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
水
田
地
区
の

一
部
で
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
期

間
中
は
交
通
規
制
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

O

下水道整備できれいな水を次世代へ・

本田地区の一部で工事
ぐ
°
〇
〇
ｏ

使用開始は平成 17年度から

筑後市公共下水道事業

川
や
池
、
水
路
な
ど
が
汚
れ
る
お
も

な
原
因
は
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
生
活

排
水

で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ

の
生
活
排
水
を
集
め
て
き
れ

い
な
水

に

す
る
の
が
下
水
道
で
す
。

県
が
平
成
９
年
度

に
始
め
た

「矢
部

川
流
域
下
水
道
事
業
」

で
は
、
各
家
庭

な
ど
か
ら
出
た
生
活
排
水
を
さ
れ

い
な

水

に
す
る
処
理
場

の
建
設
や
、
各
家
庭

な
ど
か
ら
出
る
汚
水
を
集
め
て
処
理
場

へ
運
ぶ
た
め

の
幹
線
道
と
な
る
下
水
道

管
を
埋
め
る
工
事
な
ど
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

市
が
取
り
組
む

「市
公
共
下
水
道
事

業
」
は
と

い
う
と
、
各
家
庭
な
ど
か
ら

出
る
汚
水
を
幹
線

の
下
水
道
管

へ
運
ぶ

役
割
を
す
る
下
水
道
管

の
埋
設

（公
共

道
路

に
埋
め
ま
す
）
、
各
家
庭
な
ど

か

ら

の
汚
水
を
流
し
込
む
公
共
汚
水
ま
す

の
設
置

（個
人

の
敷
地
か
ら
１
房
以
内

の
場
所

に
な
り
ま
す
）
、
公
共
汚
水
ま

す
か
ら
下
水
道
管

へ
汚
水
を
入
れ
る
た

め
の
取
付
管
設
置
な
ど
で
す
。
平
成
１０

年
度

に
国

の
認
可
を
も
ら

い
、
平
成
１６

年
度
ま
で
に
整
備
す
る
区
域
を
設
定
し

て
、
平
成
Ｈ
年
度
か
ら
下
水
道
管
を
埋

め
る
工
事
を
始
め
て
い
ま
す
。

工
事
は
順
次
進
め

て
い
き
ま
す
が
、

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
る
の
は
平

成
１７
年
度
か
ら

の
予
定

で
す
。
下
水
道

を
使
え

る
よ
う
に
す
る
に
は
、
家
な
ど

建
物

の
敷
地

の
排
水
設
備
工
事

（家
庭

0
第

1

号

被

保

険

者

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
り
、
４
カ
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。
６
月
末
現
在
、
１
、

２
９
９
人

の
み
な
さ
ん
か
ら
要
介
護
認

定

の
申
請
が
あ
り
、
約
１
、
２
０
０
人

が
要
支
援

・
要
介
護

の
認
定
を
受

け
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
制
度
を
運
営
し
て
い
く
た
め
に

は
、
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く

「介
護
保
険
料
」
が
大
切
な
財
源
と
な

り
ま
す
。

『広
報
ち
く

ご
』

７
月
１５
日

号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
よ
う

に
、

４。
歳

～
６４
歳

の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
保

険
料
納
付
も
始
ま
り
ま
し
た
。

１０
月
か

ら
は
６５
歳
以
上

の
み
な
さ
ん
の
納
付
が

始
ま
り
ま
す
。

６５
歳
以
上

の
人

の
保
険
料

の
納
め
方

は
、
老
齢

（退
職
）
年
金

の
額
な
ど

で

違

っ
て
き
ま
す
。
具
体
的

に
は
次

の
と

お
り
で
す
。

０

年
金
の
年
額
が

・８
万
円
以
上
の
人
＝

年
金
か
ら

の
天
引
き
で
納
め
る

Ｏ

そ
れ
以
外
の
人
＝
納
付
書

で
納
め
る

た
だ
し
、
年
金

の
年
額
が
１８
万
円
以

上

の
人

で
、
年
度
途
中

で
市
内

へ
引

っ

越
し
て
き
た
人
や
年
度
途
中

で
６５
歳

に

６５
歳
以
上
の
人
は
１０
月
か
ら

介
護
保
険
料
の
納
付
ス
タ
ー
ト

な

っ
た
人
は
、
そ
の
年
度
は
納
付
書

で

納
め

て
い
た
だ
く

こ
と

に
な
り
ま
す
。

ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

日
座
振
替
を
ぜ
ひ

納
付
書
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

な
る
人
は
、
納
付
を
回
座
振
替
に
す
る

と
納
め
忘
れ
や
納
め
に
行
く
手
間
が
な

く
な
り
便
利
で
す
。
手
続
き
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

日
と
き
　
８
月
１
日
ω
～

園
と
こ
ろ
　
各
金
融
機
関
＝
▽
大
牟
田

信
用
金
庫
▽
筑
後
信
用
金
庫
▽
筑
邦
銀

行
▽
西
日
本
銀
行
▽
福
岡
銀
行
▽
福
岡

県
労
働
金
庫
▽
福
岡
シ
テ
イ
銀
行
▽
福

岡
八
女
農
業
協
同
組
合
▽
郵
便
局

（順

(6)
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な
ど
か
ら
出
る
汚
水
を
公
共
汚
水
ま
す

へ
流
す
た
め
の
配
管
工
事
な
ど
）
が
必

要

に
な
り
ま
す
。
下
水
道
が
使
え
る
よ

う

に
な

っ
た
日
以
降

に
、
下
水
道
指
定

工
事
店

に
工
事
依
頼
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
内

の
水
環
境
を
改
善
し
、
衛
生
的

な
暮
ら
し
を
し
て
い
く
た
め

の
切
り
札

と
し
て
、
市

で
は

こ
れ
か
ら
も
下
水
道

事
業
を
重
要
課
題

の
ひ
と

つ
と
考
え
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

日
問
合
せ
　
下
水
道
課

（盗
０

４
１
１

１
内
線
２
５
１
）

へ

下
水
道
管

道 路

市が設置する施設

個人が設置管理する施設

排水設備の概要 (分流式)

鬱

。
亀
Ψ公

共
汚
氷
ま
す

雨
と
い

雨
ど
い

0

原爆パネル展
8/1m～ 8/1 01ttl

サンコア

※市の平和事業に合わせ

て開かれます 賤 理

h《 hll、

10月 1日 、全国一斉に国勢調

査が実施されます。日本に住ん

ジ
でいるすべての

人が対象になり

ます。ご協力を

お願いします。
6て

0

)

r ヽ

⑭恒闘歯固
包勃駿慰ゎ

平成12年 10月 1日

』

不
同
）

國
持

っ
て
行
く
も
の
　
通
帳
と
そ
の
届

け
出
印

圃
振
替
の
流
れ
　
申
し
込
ん
だ
月
の
翌

月
か
ら

の
振
替
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し

郵
便
局
の
振
替
は
毎
月
１。
日
ま
で
の
受

付
分
は
翌
月
か
ら
、
Ｈ
日
以
降

の
分
は

翌
々
月
か
ら
に
な
り
ま
す

【問
合
せ
】
健
康
課
介
護
福
祉
係

⌒盗

０

４
１
１
こ

へ

７
月
に
お
届
け

し
た

「国
民
健
康

保
険
税
納
税
通
知
書
」

に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
課
税

の
根
拠
法
令

の
記
載

の

中

で
、
納
期
限

の
翌
日
か
ら
１
カ
月
を

経
過
す
る
ま
で
の
期
間
の
延
滞
金

の
率

を
年
７

・
３
Ｔ

と
し
て
い
ま
し
た
が
、

正
し
く
は
４

・
５
訂

で
し
た
。
お
わ
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

観兆バンフてきました

市では、市内に住む外国人や外国で

ホームステイをする学生さんなどに役

立ててもらおうと英字版の筑後市観光

パンフレットをつ くりました。必要な

人は商工観光課へどうぞ。

【問合せ】商工観光課 (a53-411
1内線 211)

H,'

燕字‖反
お
わ

び
と

訂

正

(7)



聯

消
防
力
強
化

へ
君
も
参
画

_t.ゝ止と

市
消
防
本
部

（署
）

で
は
、
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

都
市
化
、
高
齢
化
、
生
活
環
境

の
変

化
な
ど

に
よ

っ
て
災
害
は
多
様
化
し
て

き

て
い
て
、
市

で
は
さ
ら
な

る
防
災
体

制

の
充
実
、
消
防
力

の
強
化
が
必
要

に

な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

市
が
進
め
る

「災
害

に
強

い
ま
ち
づ

く
り
」

に
職
員
と
し
て
参
画
し
ま
せ
ん

か
◎

圃
採
用
予
定
人
数
　
１
人

日
資
格
　
昭
和
５‐
年
４
月
２
日
～
昭
和

５８
年
４
月
１
日

に
生
ま
れ
た
人

で
、
一尚

等
学
校
卒
業
程
度

の
学
力
と
消
防
作
業

が
で
き
る
体
力
を
持

っ
て
い
る
人

日
第

１
次
試
験

　

（と
き
〕
１０
月
２２
日

①

（と

こ
ろ
）
市
消
防
署

圏
第

２
次
試
験
　
Ｈ
月
下
句

（第
１
次

試
験
合
格
者

に
通
知
し
ま
す
）

囲
申
込
み

。
問
合

せ
　
消
防
本
部

に
あ

る
中
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
書
き
、
９

月
４
日
⑪

～
９
月
１８
日
的

（上

。
日
曜

日
と
祝
口
は
除
く
）

の
午
前
８
時
半
～

午
後
５
時

に
市
消
防
本
部
総
務
課

（〒

８３３

‐
Ｏ
０
３
１
大
学
山
ノ
井
９
０
０
金

⑫

２
０
２
９

へ

※
郵
送

の
場
合
は
９
月
１８
日
の
消
印
が

あ
る
も

の
ま

で
受
け
付
け
ま
す

姿

ゝ

′
ド ・ . 、 主

(・ t Fiニ
テ

利
用
し
て

暮
ら
し
豊
か
に

で
も
、
し

っ
か
り
守
り
ま
す
。
個
人
情
報

情
報
公
開
制
度
と

個
人
情
報
保
護
制
度

一　
一
卓

一̈
，一　
ゥ

】ｒｒｆｉ、一
丁

生・持髪甥 F'

●

●

亀拠

市は、たくさんの情報を持つています。これ

らは、市の業務はもちろん、市民のみなさんに

も役立ててもらう必要があります。

しかし、情報の中には個人情報もたくさん含

まれていて、これらは最大限に守り、正しく取

り扱わなければなりません。

そこで市では「情報公開制度」と「個人情報
保護制度」をつくり市民の知る権利とプライバ

シー保護を保障しています。

情
報
公
開
制
度

「情
報
公
開
制
度
」
は
、
開
か
れ
た

市
政
運
営
と
市
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め

の
制
度

で
す
。
市
が
持

っ
て
い
る
情
報

（文
書
な
ど
）
を
見
た

り
、
必
要
が
あ
れ
ば
写
し
を
も
ら

っ
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

昨
年
度

の
利
用
は
１８
件
で
し
た
。

囲
受
付
窓

口
　
情
報
を
持

つ
課

⌒備
え

付
け
の
情
報
公
開
等
中
請
書
を
出
し
て

く
だ
さ

い
）

囲
閲
覧
　
１
件

に
つ
き
２
０
０
円

囲
写
し
の
交
付
　
１
枚

に
つ
き
３。
円

個
人

の
プ

ラ
イ

バ
シ
ー

に
つ
い
て
の

情
報
や
法
人

・
佃
人
に
不
利
益
を
与
え

る
情
報
は
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
市
が
公

・

一

・

一

一

(8)



う

●

人

事

異

動

市

で
は
、
８
月
１
日
付
で
人
事
異
動

を
実
施
し
ま
す
。

市
対
策
課
開
発
公
園
係
長
）
▽
税
務
課

主
査
＝
近
藤
紀
雄

（市
民
課
主
査
）
▽

都
市
対
策
課
開
発
公
園
係
長
Ｈ
馬
場
正

利

（土
木
課
管
理
係
長
）
▽
土
木
課
維

持
係
長
Ｈ
井
上
博
昭

（農
政
課
農
地
整

備
係
長
）
▽
土
木
課
管
理
係
長
Ｈ
緒
方

純
子

（文
化
振
興
公
社
管
理
業
務
係
長
）

▽
農
政
課
農
地
整
備
係
長
＝
塚
本
高
雄

（土
木
課
維
持
係
長
）
▽
文
化
振
興
公

社
派
遣

・
管
理
業
務
係
長
＝
永
松
三
夫

（税
務
課
徴
収
係
長
）

市役所などは

お盆を休みます

市などでは「お盆」のため、市

役所などの業務を次のとおり休み

ます。ご理解とご協力をお願いし

ます。

■の日は休みます

日は21ヘージをご覧ください

⌒赫昏職し。券幹抑注〕韓申）

団
係
長
職

▽
税
務
課
徴
収
係
長
＝
近
藤
千
敏

（都

´
、

※サザンクス筑後の休館日は13ページ、中央公民館

陥 ‰‰‰粕 箱業  務 鞄
市役所各課窓ロ

サンコア

水田コミュニティセンター
窓ケ原体育館
郷土資料館

小・中学校体育館

市立病院
(救急の場合は随時受け付けます)

総合福祉センター

燃えるごみの回収 (環境課 )

)

ち
部
部

持
西
西

の
女
女

み
八
八

一
こ
ｔ

込み廃棄
クリーンセンター
リサイクルプラザ

し尿くみ取り (指定業者)

不用犬・不用猫の引き取り
(環境課 )

年度
閲 覧 写 し の 交 付

公 開 分離公開非公開 計 公 開 分離公開非公開 計

10
年
度

件
　

数
14 1 15 14 1 15

11

年
度

件
　

数
17 1 18 16 1 17

D

個人

)▲情報公開の状況

▼請求先

▼個人情報開示状況

請求者

●

J

開
で
き
な

い
と
判
断
し
た

こ
と

に
不
服

が
あ
る
場
合
、
異
議
申
立

て
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度

「個
人
情
報
保
護
制
度
」
は
、
市
民

か
ら
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
進
め
る
た
め

の
制
度

で
す
。
市
が
持

っ
て
い
る
自
分

の
情
報
を
見
た
り
、
写
し
を
も
ら

っ
た

り
、
誤
り
が
あ
れ
ば
正
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

昨
年
度

の
利
用
は
３
件

で
し
た
。

日
受
付
窓
口
　
情
報
を
持

つ
課

囲
閲
覧
　
無
料

団
写
し
の
支
付
　
１
枚

に
つ
き
３。
円

「情
報
公
開
制
度
」
と
同
じ
く
、
市

が
あ
な
た

の
情
報
を
見
せ
ら
れ
な

い
な

ど
と
判
断
し
た

こ
と

に
不
服
が
あ
る
場

合
、
異
議
申
立

て
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◇

　

◇

　

◇

市
が
持

つ
大
量

の
情
報

の
中

に
は
、

き

っ
と
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
を
便
利
に
、

そ
し
て
豊
か
に
す
る
も

の
が
あ
る
は
ず

で
す
。
個
人
情
報
な
ど
以
外

の
情
報
は

ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
う

し
て
も
ら
う

こ
と
が
、
情
報
を
よ
り
価

値

の
あ
る
も

の
に
す
る
と
市

で
は
考
え

る
か
ら
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヽ
′

圃
問
合
せ
　
総
務
課
庶
務
法
制
係

（金
　
　
Ю
一

〇

４
１
１
１
内
線
１
３
１
）

ヘ

区  分 人数

市   民 4

市内の法人等 8

利害関係者 6

合   計 18

区  分 人数

会 計 課 1

環 境 課 1

消防本部 1

合  計 3

年度
閲 覧 写 し の 支 付

開示 分離開示非開示 計 開示 分離開示非開示 計

10
年
度

件
　

数
3 3 3 3

11

年
度

件
　

数
3 3 3 3



平和特集①

忘
れ
ま
い
　
あ
の
悲
劇

…
〈フ発
鉛
騨
剤
軽
顧
畜

真
霊
が
叫
ぶ

古
賀
キ
ヌ
ヱ
さ
ん

（
一
条
、

８。
歳
）

昭
和

三
十
年
八
月
十
五
日
、
終
戦
。

そ
の

一
年
前
の
出
来
事
。

駆
逐
艦

『
初
月
』
轟
洵
も
、
は
る
か

に
遠
い
音
の
こ
と
の
よ
う
に
私
た
ち
の

脳
裏
か
ら
遠
ざ
か
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

で
も
、
肉
親
を
亡
＜
し
た
遺
族
に
と

っ

て
は
、
昨
今
の
こ
と
の
よ
う
に
偲
ば
れ

て
な
り
ま
せ
ん
。

駆
逐
艦

『
初
月
』
に
乗

っ
て
い
た
兄

は
、
横
須
賀
の
砲
術
科
卒
。
砲
術
科
は

防
空
駆
逐
艦
の
花
形
で
あ
り
ま
し
た
。

今
年
も
ま
た
、
佐
世
保
海
軍
墓
地
区
て
、

三
百
三
十
五
柱
が
眠

っ
て
あ
ら
れ
る
駆

逐
艦

『初
月
』
慰
霊
碑
の
も
と
に
、
私

た
ち
遺
族
や
戦
没
者
有
縁
の
者
た
ち
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
鎮
魂
の
思
い
と
こ
め
て
集

ま
り
ご
供
養
が
行
わ
れ
ま
す
。

十
月

二
十
五
日
、
駆
逐
艦

『
初
月
』

は
、
レ
イ
テ
島
沖
匠
て
敵
機
に
包
囲
さ

れ
て

一
瞬
の
う
ち
に
爆
撃
を
受
け
玉
砕
。

重
湘
の
燃
え
る
火
の
海
匠
散
華
い
た
し

ま
し
た
。
レ
イ
テ
島
沖
の
海
底
深
＜
静

か
に
眠

っ
て
あ
ら
れ
る

『初
月
』
の
英

霊
た
ち
の
姿
を
思
え
ば
、
万
感
胸
睦
迫

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

英
霊
の
皆
様
、
あ
れ
か
ら
五
十
有
余

年
の
歳
月
が
流
れ
、
日
本
は
平
和
が
続

い
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
粉
骨
砕
身
尊

い
皆
様
の
犠
牲
の
あ
か
げ
だ
と
感
謝
を

申
し
あ
げ
ま
す
。

海
軍
墓
地
の
周
辺
に
見
え
る
佐
世
保

軍
港
つ
ら
も
、
幾
多
の
海
軍
軍
人
が
旅

立

っ
て
行
つ
れ
た
こ
と
で
し
よ
う
。
無

残
な
敗
戦
と
い
う
現
実
と
そ
の
勲
さ
は
、

広
＜
世
底
間
わ
れ
る
こ
と
も
な
＜
過
ぎ

て
き
ま
し
た
。
父
子
兄
弟
の
奮
軸
の
様

を
偲
ぶ
と
き
、
今
は
海
神
と
な

っ
た
英

霊
の
無
念
の
叫
び
が
聞
こ
え
て
＜
る
よ

う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。
平
和
を
祈
り

な
が
ら
散

っ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
英
霊

の
声
な
き
声
を
、
国
民
の
皆
様
に
少
し

で
も
あ
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸

い
と
思
い
ま
す
。

合
掌

語
り
経
い
で
欲
し
い

戦
争
の
茜
惨
さ

武
久
茂
さ
ん

（長
浜
、

８。
歳
）

戦
争
は
、
棒
験
者
が

一
人
も
い
な
＜

な

っ
た
と
き
、
歴
里
の

一
コ
マ
と
し
て

葬
ら
れ
風
化
し
忘
れ
去
ら
れ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
戦
場
で
は
、
ど
ん
な
善
良

な
人
間
で
も
、
命
令
の
前
に
は
殺
人
鬼

と
な
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
獄
の
戦

場
だ
け
は
何
と
か
語
り
継
が
れ
て
、
再

び
繰
り
返
さ
れ
る
こ
こ
の
な
い
よ
う
に

祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

も
う
十
何
年
に
な
る
で
し
よ
う
か
。

私
は
、
筑
後
小
学
校
の
あ
る
先
生
に
請

わ
れ
て
、
戦
争
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

骨
づ
く
り

下
川
久
枝
さ
ん

（Ｅ
足
笙
北
、

７４
歳
）

こ
の
前
、
ラ
ジ
オ
で
相
撲
協
会
理
事

長
さ
ん
の
話
が
あ

っ
た
。
こ
の
ご
ろ
の

力
士
は
骨
が
軟
弱
で
す
ぐ
骨
折
す
る
。

そ
の
証
拠
匡
毎
場
所
休
場
が
目
立

っ
て

い
る
。
二
月
場
所
十
五
日
間
の
終
わ
り

に
は
八
人
に
な
り
、
五
月
場
所
な
ど
は

初
日
か
ら
八
人
休
場
で
、
ま
れ
に
見
る

恥
ず
０
し
い
角
界
と
な

っ
た
。
相
撲
の

人
気
が
下
降
線
を
左
ど

っ
て
い
る

一
因

も
そ
れ
に
あ
る
０
こ
申
さ
れ
た
。

骨
折
し
や
す
い
原
因
の

一
つ
は
、
入

問
時
に
は
既
底
で
き
て
い
る
べ
き
頑
健

な
骨
格
で
な
い
こ
と
。
だ
か
ら
、
こ
け

た
り
下
敷
き
に
な

っ
た
り
し
た
＜
ら
い

で
ポ
キ
リ
と
い
＜
。
入
門
後
チ
や
ン
コ

鍋
な
ど
争

っ
て
食
べ
、
ぶ
＜
ぶ
＜
こ
太

っ
て
い
＜
が
、
体
重
に
骨
が
つ
い
て
い

け
な
＜
な
り
怪
我
こ
な
る
。

相
撲
誌
で
そ
の
音
の
横
網
の
体
重

・

身
長
を
見
た
。
背
は
高
い
の
に
燃
重
が

実
に
軽
い
。
写
真
を
見
る
こ
ス
ラ
リ
と

し
て
デ
ブ
腹
が
少
な
い
。
骨
こ
体
重
の

バ
ラ
ン
ス
が
良
＜
て
最
高
位
ま
で
登
ら

れ
た
睦
違
い
な
い
。

今
つ
ら
の
子
ど
も
は
、
角
界
入
り
し

な
い
で
も
骨
づ
＜
り
の
食
事
を
た

っ
ぶ

り
と

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
先
日
、
骨

折
が
多
い
か
ら
運
動
会
の
花
形
で
あ
る

あ
の
忌
ま
わ
し

い
戦
争
が
終
わ

っ
て
５５
年
、
私
た
ち
の
脳
裏
か
ら
は
、

悲
し
さ
、
惨
め
さ
が
し
だ

い
に
消
え
去
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

意
味
で
の
平
和
な
日
本
を
知
る
こ
と
は
で
き
な

い
で
し
よ
う
。

市
の
平
和
事
業
で
平
和
に
関
す
る
作
文
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
３
人
か
ら
応
募
が
あ
り

ち
く
ご
』
で
は
、
８
月
１
日
号
、

１５
日
号
の
２
回
に
わ
た
り
こ
れ
ら
を
紹
介
し
ま
す
。
一

和
の
尊
さ
を
感
じ
、
平
和
と
は
何
か
を
考
え
て
も
ら
え
れ
ば
幸

い
で
す
。

〉

;道
―ジ

鯵
吼

綴
爛
６

ヽ

ヽ
｀

た
め
に

年
房^

さ
や
苦
し
さ
、

て
は
、
本
董
の

な な

柴田奈也さん (熊 野、10歳 )

0

(10)



散 遊
投書のサ
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う

C

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
亡
き
戦
友

の
生
き
態
や
死
に
態
を
語
る
の
も
英
霊

に
対
す
る
供
養
か
と
思
い
あ
話
を
い
た

し
ま
し
た
。
わ
ず
か
二
、
三
十
分
の
話

匠
、
あ
の
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
目
を

見
張
り
、
耳
を
傾
け
て
聞
い
て
＜
れ
ま

サ
。
私
の
拙
い
話
が
少
し
で
も
平
和
授

業
を
理
解
す
る
あ
手
伝
い
に
な
る
な
ら

ば
と
、
そ
れ
依
頼
請
わ
れ
る
ま
ま
に
、

十
数
回
市
内
の
小
学
校
で
戦
争
の
悲
し

み
を
語

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
低
単
年

の
子
ど
も
に
は
ど
う
表
現
す
れ
ば
分
か

っ
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
、
残
酷
す
ぎ

て
こ
の
純
真
な
子
ど
も
の
小
さ
な
胸
を

傷
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

か
、
な
ど
こ
案
じ
な
が
ら
…
。
子
ど
も

た
ち
の
何
色
に
で
も
染
ま
る
で
あ
ろ
う

澄
ん
だ
目
に
、
教
育
と
い
う
も
の
が
ど

れ
ほ
ど
大
切
か
と
感
じ
つ
つ
い
つ
も
帰

ギ

ラ

ス

ト

・
エ

ツ

セ

イ

暮

蕪

〇

り
ま
す
。

送
ら
れ
た
感
想
文
を
読
み
な
が
ら
、

上
級
生
は
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
幼
さ
の
残

る
低
学
年
の
作
文
に
も
、
意
外
睦
し

っ

か
り
し
た
受
け
止
め
を
し
て
い
る
こ
と

に
感
じ
入
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

で
す
。

「
戦
争
の
話
は
聞
い
た
こ
と
は
あ

っ
た

が
、
そ
ん
な
に
辛
＜
悲
し
い
も
の
と
は

知
ら
な
か

っ
た
。
私
た
ち
は
決
し
て
戦

争
は
し
ま
せ
ん
」
と
い
う
文
章
が
多
＜

み
ら
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
こ
の
気

持
ち
を
持
ち
続
け
て
＜
れ
る
な
ら
、
第

二
次
大
戦
な
ど
と
い
う
こ
と
は
起
こ
ら

な
い
で
し
よ
う
。
こ
の
子
ど
も
た
ち
が

次
の
世
代
を
担
う
の
だ
か
ら
と
少
し
ホ

ツ
と
し
た
気
が
し
ま
す
。

だ
が
私
た
ち
の
余
生
も
そ
う
長
＜
は

な
い
で
し
よ
う
。
せ
め
て
戦
争
の
悲
惨

さ
を
語
り
継
い
で
い
た
だ
き
、
二
十

一

世
紀
が
戦
争
の
な
い
世
で
あ
る
よ
う
、

ま
た
多
＜
の
戦
友
た
ち
の
若
い
命
こ
訓

き
換
え
に
築
か
れ
た
尊
い
平
和
が
永
遠

で
あ
る
よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。

最
初
の
こ
ろ
は
、
当
時
を
想
起
し
て

年
甲
斐
も
な
＜
絶
匂
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
体
力

・
感
性
と
も

に
衰
え
た
今
、
人
様
匠
感
動
を
あ
伝
え

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
先
生
産

ち
の
あ
礼
状
や
生
徒
さ
ん
た
ち
の
感
想

イ
ラ
ス
ト
や

エ
ッ
セ
イ
な
ど
を

募
集
し
ま
す
。

イ
ラ
ス
ト
は
、
は
が
き
か
は
が

き
大

の
無
地
の
紙

に
作
品
を
書

い

て
く
だ
さ
い
。

エ
ッ
セ
イ
な
ど
は
、
四
百
字
程

度

に
ま
と
め
、
題
名
を

つ
け
て
く

だ
さ
い
。
編
集

の
都
合
で
原
文
を

要
約
し
た
り
、
表
現
を
変
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

※
あ
て
先
　
住
所

。氏
名

・年
齢

・

電
話
番
号
を
書

い
て
、
〒

８３３

‐
８

６
０
１

（住
所
不
要
）
筑
後
市
役

所
企
画
課

「散
歩
道
係
」
盗
０

４

１
１
１
内
線
１
５
２

へ

文
に
勇
気
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
枯
れ

木
も
山
の
賑
わ
い
と
自
嘲
し
な
が
ら
も
、

請
わ
れ
れ
ば
老
骨
匠
鞭
打

っ
て
出
つ
け

て
行
＜
で
し
よ
う
。
老
木
に

一
輪
の
花

で
も
咲
＜
限
り
。

金
つ

l

と

ら
ス

，

ヽ
‐

●
〕

野林弥香 さん (熊野、11歳 )

じ

逍悴と千和新合の感とりを

8月 6日 (日 )8:15
(広島市原爆投下時刻〉

8月 9日 (水)11:02
(長崎市原爆投下時刻〉

8月 15日 (火)12:00
(終戦記念日〉

戦争。原爆で亡くなられた人びとのめ

い福と世界の恒久平和を祈り、市では原

爆投下時刻と終戦記念日の正午にサイレ

ンを鳴らし、 1分間の黙とうを呼びかけ

ます。

みなさんも、それぞれの職場や家庭な

どで黙とうを捧げましょう。

●

多

学

騎
馬
戦
を
や
め
る
と
い
っ
た
話
を
聞
い

た
。
音
人
間
は
寂
し
＜
悲
し
＜
思
う
。

子
ど
も
の
健
康
第

一
に
老
え
て
、
私
た

ち
の
幼
い
こ
ろ
の
よ
う
に
、
手
間
暇
か

け
て
梯
＜
も
り
の
あ
る
食
事
を
並
べ
て

ほ
し
い
。
後
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
る
と
痛

感
し
た
理
事
長
さ
ん
の
話
、
娘
た
ち
に

も
し

っ
か
り
伝
え
た
い
と
思

っ
た
。

お
わ
び
と
訂
正

今
村
淑
子
さ
ん

（下
北
島
、

５。
歳
）

七
月
号
の
こ
の
欄
の

『
ル
ー
ツ
を
左

ど
れ
ば
』
と
い
う
文
中
に
、
間
違
い
が

あ

っ
た
こ
と
を

『
ア
フ
リ
カ
友
の
会
』

よ
り
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
申
し
訳
な

さ
と
配
慮
の
足
り
な
さ
に
恥
じ
入
っ
た

茨
第
で
す
。
う
か
つ
に
も
記
憶
を
頼
り

匠
善
い
て
し
ま
っ
た
の
が
原
因
で
し
た
。

あ
わ
び
し
て
訂
正
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

訂
正

一
「市
内
に
も
支
部
」
は

「市

内
に
本
部
」
に
、
「
青
年
海
外
協
力
隊

員
」
は

「企
業
の
医
療
団
の

一
員
」
に

そ
れ
ぞ
れ
訂
正
い
た
し
ま
す
。

徳
永
瑞
子
さ
ん
、
『
ア
フ
リ
カ
友
の

会
』
の
事
務
局
の
み
な
さ
ん
、
大
変
ご
　
　
ｎ
ヤ

迷
惑
を
あ
か
け
し
ま
し
た
。
重
ね
て
あ

　

仰

わ
び
い
た
し
ま
す
。



(財 )筑後市文化振興公社
筑後市大字若菜1lo4

TEL0942‐ 54‐1200
FAX0942‐ 54‐1205

第
二
回
例
会

栗
原
小
巻
主
演

杉
村
春
子
を
し
の
ぐ
栗
原
の
あ
た
り
舞
台
。

第
二
の
故
郷

（父
・栗
原

一
登
・文
学
者
・矢
部
村
出
身
）

で
の
公
演
。

テ
ネ
シ
ー

・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
原
作

演
劇
「欲
望
と
い
う
名
の
電
皇

ぬ
鍋

即

空

ム
場
を
大
ホ
ー
年

ら
小

全

席

指

定

一
般

￥

４

、
５

０

０

ホ
ー
ル
ヘ
変
更
い
た
し
ま
す
。
大
変
恐
れ
　

　

　

　

　

学

生

￥

２

、
０

０

０

入
り
ま
す
が
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
さ
れ
た
人

（税
込

。
当
日
￥
５
０
０
増
）

は
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

‐８
時
００
分
開
演

（‐７
時
３０
分
開
場
）

尋

小
ホ
ー
ル

は
過
ぎ
て
、
プ
ラ
ン
チ
の
心
の
中
で

何
か
が
崩
れ
て
い
く
。

あ
ら
す
じ

『欲
望
」
と

い
う
名
の
電
車
に
乗

っ
て
ブ
ラ
ン
チ
が
降
り
立

っ
た
の
は
、

リブ心賭ニ

季アる
節メ女

小ホール 全席指定 ¥3,000(税込、当日¥500増 )

綸 18時00分開演 (17時30分開場)

香同事n報
爆笑独蹟会

残りわずか 第 2回例会

働
口
樹
ａ

沢
田
研
二
の
２。
世
紀
の
集
大
成
と
も
い
え

る
ニ
ュ
ー
ア
ル
バ
ム

「来
タ
ル
ベ
キ
素
敵
」

が
完
成
。
ア
ル
バ
ム
の
発
売
と
と
も
に
始
ま

る
ツ
ア
ー
だ
け
に
期
待
大
！

沢
口
研
０〒
ンサート

全
席

‐８
時
３。
分
開
演

（‐８
時
００
分
開
場
）

大
ホ
ー
ル

指
定
　
￥
６
、
０
０
０

（税
込

。
当
日
￥
５
０
０
増
）

東京混声合唱団演奏会

指揮 熊谷弘

18時30分開演
(18時00分開場)

大ホール

ー般席¥3,500 学生席¥1,ooo
(税込 。当日¥500増〉

全席指定
チケッ ト売出し

友の会8/5(土)一般3/12(土 )

ｍ
Ｈ
Ｃ

九
月
七

・
八
日
十
時
か
ら

十
八
時
ま
で

作
品
募
集

筑
後
市
美
術
展

会
期

九
月
十
五
日
（祝
）
か
ら

二
十
四
日
（日
）
ま
で

（十
八
、
十
九
日
は
休
館
）

会
場

サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後

絵
画

（洋
画
Ｉ
、
洋

日
本
画
）
、
工
芸

（陶
芸
、
染
色
の
み

写
真
、
デ
ザ
イ
ン
、
彫
刻

儘
凹
園
脳
り

住
所
問
わ
ず
、
高
校
生
以

上倫
倒
詔
Ш
り
　
一
人
二
点
以
内
と
し
、
本

人
が
制
作
し
た
も
の
で
、
公
募
展
未
発

表
の
も
の
。
な
お
、
二
点
出
品
の

入
選
作
品
の
展
示
は

一
点
と
す
る
。

著
作
権
に
か
か
わ
る
諸
問
題
は
、
出

一
点
に
つ
き
千
円

⌒高
校
生

筑
後
市
大
賞
　
一
一十
万
円

（作
品

買
上
げ
Ｈ
全
体
で
一
点
）

坂
　
宗

一
賞
　
十
万
円

（全
体
で
一

筑
後
市
長
賞

（サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
賞
、

県
美
術
協
会
賞
を
含
む
）
五
万
円

奨
励
賃
　
一
一万
円

く
わ
し
い
応
募
要
項
は
、
サ
ザ
ン
ク

ス
筑
後
ま
た
は
市
教
育
委
員
会
社
会
教

第
２‐
回

は
無
料
）

こ

と

。

へ
。

(12)



日・ ]選 日 催 物 名 会 場 開演 入場料 問い合わせ先

4④ 平和集会 大ホール 10:00
筑後北中

52-8758

6(日 )

創立30周 年記念

式典と懇親会

小ホール

大ホール

14:00

16100

(社)青年会議所

52-6770

89Ю
いじめ 不登校対宋

実践研修会
小ホール 13:30

地方教育委員会連絡協議会

53-7198

9い
平和を考える市民の

つどい(映画上映)

小ホール
15100

18130

市教育委員会

53-4111

10・  11

1オ、 ④
ピアノ発表会 小ホール

12:00

10:00

カフイ音楽教室

32-6438

1 2CD

ジョイント

コンサート
小ホール 19:00 ¥1,000

佐藤

52-7450

ダンスパーティー イベントホール 13:30 ¥1,000
渋川

89-3778

13(日 )

「ポケットモンスターJ

～結品塔の帝王～
大ホール

10:50

13:30

大大¥1,800

大高¥1.500

Ⅲウ|ヽ勤¥1,000

株l有楽商事

34-6916

17い
津軽ひろ子歌謡

ショー
大ホール

14:00

18:30

津軽音楽事務所

03-3797-5006

19⑭
わたしのミニ

コンサート
イベントホール 19:00

藤島聖子

フルー ト教室

0943-32-6679

20(日 )

桶教大I吹 奏楽部OB会

第20回漠奏会
大ホール 14100

OB会 (木村 )

0943-23-7429

フルート ピア/′

発表会
小ホール 13:00

片岡

26-8373

ふじしまふみピアノ

教室発表会
イベントホール 13:00

藤島

0943-32-0244

24 25
い ⑥

福岡県新教育課

程説明会
全 館 9:30

南筑後教育事務所

53-7198

26ω
第2回例会

審風亭小朝爆笑独演会
小ホール 18:00 ¥3,000

サザンクス筑後

54‐1200

27(日 )

第6回

ブラスインサザンクス
大ホール 13:00

サザンクス筑後

54‐1200

29しい GMイ ネ学冒会 イベントホール 10:15
グリーンコープ生協ちくご

54-0450

30伽 冬春ナス総会
大ホール

小ホール

JAふ くおか八女

0943-23-1163

フ 月 の 催 し 物△

8月 の休館日 (ア 、14、 21、 28)

☆今月の催し物から
。ジ ョイン トコンサ ー ト (3/12)・ 出̈演は筑後市出身

の佐藤美保さん (ピアノ)と 大牟田市出身の飯田順子さん (声

楽)。 別々の音大に通う2人が、地元で開く初のリサイタル。

ショパン 「別れの曲」やオペラ 「道化師」より「烏の歌」など、

夏の夜にしばしの清涼感を感じてみませんか。

●福岡教育大学吹奏楽部OB会第20回演奏会 (3/20)…
筑後で開かれるのは3年ぶ り。チャイコフスキー作曲、序曲

「1812」 、ビートルズメドレーなど親子で楽しめるプログラム。

演奏の喜びをみなさんに伝えたいと九州各地からOBが集まり、

無料で開く。指揮はOBで、九響の指揮も務める栗田哲海さん。

「痛
快
二
愉
快
≒
豪
快
」
ｒ

ど二平本

4:00 一 般¥1,200 シニア 俗o蔵以上)

¥1,000

大高生¥1,000 中学生以下¥800
(当 日 ¥200増 )    (当 日 ¥200増 )

黒澤明・木下恵介

市川良・小林正樹 脚本

役所広司、浅野ゆうこ

宇崎竜重、片岡鶴太郎

菅原文太 出演

市川 昆 監督

②16:30(3回 上映)

()19:00
可ヽホール

●

う

D

,

,

ヽ

湖 北 省 京 朦u院

京 劇
演目 :劉金定城門を破る

活括二郎

孫悟空羅漢と戦う

18時00分開演

大ホール 全席指定

S席 ¥5,000 A席 ¥ 4,000
(税込)

1
日

様

々
な
ブ
ラ
ス
の
響
き

第

六
回

プ
ラ
ス
　
イ
ン

サ
ザ
ン
ク
ス

出
演
団
体

ビ
ツ
グ
ジ
ョ
ー
カ
ー
ズ
（瀬
高
町
）

パ
ト
ス
●７
（瀬
高
町
）

Ｍ
Ｊ
巳
ン
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（丞
幣
杢
じ

ン゙
ャ
ズ
ア
メ
ニ
テ
ィ
、ソ
ー
ン
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
（久
留
米
市
）

プ
レ
ジ
ャ
ー
オ
ブ
グ
ル
ー
ブ
（福
岡
市
）

小
郡
市
民
吹
奏
楽
団
（小
郡
市
）

ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
久
留
米
（久

留
米
市
）

ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｕ

Ｇ
Ｏ
（筑
後
市
）

入
場
無
料

‐３
時
開
演

大
ホ
ー
ル

渡
辺
美
佐
子
と

共
演
の
チ
ャ
ン
ス

役

者

募

集

サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
で
は
十
二
月
九
日

⌒上
）
に
第

七
回
例
会

「酔

（え

い
）
ざ
め
お
園
」
を
開
催
し
ま
す

歌
舞
伎
の
代
表
作

「酒
屋
」
と

「魚
屋
宗
五
郎
」
を
題

材

に
し
た
新
劇
で
、
劇
中
、
主
役
の
渡
辺
美
佐
子
さ

ん
を
始
め
プ

ロ
の
俳
優
と
の
立
ち
回
リ
シ
ー
ン
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
立
ち
回
り
を
漠
じ
る
男
性
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

公
演
日
　
十
二
月
九
日
（上
）

稽
古
日
　
十

一
月
二

・
四

二

一十
三

・
二
十
四
日

・

十
二
月
八
日
の
五
日
間

資
　
格
　
年
齢

・経
験
は
問
わ
ず

た
だ
し
稽
古

に
全
国
参
加
で
き
る
男
性

申
込
み
　
八
月
二
十

一
日

（本
）
ま
で
に
サ
ザ
ン
ク

ス
筑
後

へ
。
申
込
み
多
数

の
場
合
は
オ

ー
デ
イ
シ
ョ
ン
で
選
考

募
集
人
数
　
五
人

(13)
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見て間いてせんとわからんもんたい

0平 成12年度公共施設見学会

鐵音種選ζ 三菱 羹 霊姦

めさすは腕路。として楽したて

O筑後ジュニア陸上が全国大会出場

8月 26日 に国立競技場 (東京)で
開かれる「全国小学生陸上競技交流大

会」への出場を決めた筑後ジュニア陸

上競技クラブの選手たちが 7月 21日 、

市役所を訪れ、その報告をしましたど

訪問したのは中富久勝 くん (古 島小

6年)塚本晃弘くん (下妻小 6年)城
後知明くん (八女市岡山小6年)鶴善

行くん (筑後小6年 )河 田ヽ宗一郎くん

(二川小 5年 )の 5人。このうちの4

人が県代表として400mリ レーに出

場します。

報告を受けた住吉陽三助役は、「あ

と1カ 月ですね。暑いから大変でしょ

うが、しつかりがんばってきてくださ

い」と激励しました。
「予選突破をめざします」「日ごろ

の練習の成果を 1000/0発揮して走り

ます」「ll毎 いの残らない走 りをしてき

ます」などと抱負を語つてくれた選手

のみなさん、がんばってきてください。

期待を話め込み台湾ヘ

O第20回少年の船

▼決意を団長へ。和田くん

市
な
ど

の
施
設
を
見

て
ま
わ
り
、
そ

れ
ら

に
対
す
る
市
民

の
意
見
を
市
政

に

取
り
入
れ
よ
う
と
、
市

で
は
６
月
２８
日

「公
共
施
設
見
学
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

見
学
し
た

の
は

「八
女
西
部
ク
リ
ー

ン
セ

ン
タ
ー
」

「八
女
西
部
リ
サ
イ
ク

ル
プ

ラ
ザ
」

「筑
後
市
立
病
院
」

の
３

力
所
。

１７
人

の
市
民

の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

人
女
西
部

の
面
施
設
で
は
、
熱
分
解

ド
ラ
ム
や
発
電
機
、
中
央
操
作
室
、
び

ん
自
動
色
選
別
機
な
ど
最
新
式

の
ご
み

処

理
設
備
を

見
学

、
参
加

者

か
ら

は

「す

ご
か
ね
浣
」

「さ
れ

い
か
ね
え
」
な

ど
驚
き

の
声

が
あ
が

っ
て
い
ま
し
た
。

市
立
病
院

で
は
、
昼
食
と
し
て
糖
尿
病

食
を
試
食
し
、
薬
師
寺
院
長

の
講
話
を

聴

い
た
後
、
日
帰
り
手
術
セ
ン
タ
ー
や

中
央
検
査
部
、
病
棟

に
あ
る
患
者
用

の

食
堂
や
特
別
室
な
ど
を
見
て
ま
わ
り
ま

し
た
。
特

に
試
食

で
は

「味
が
な

い
と

思

い
込
ん
で
い
ま
し
た
。
ふ

つ
う

の
食

事
な
ん

で
す
ね
」

Ｆ
」
ん
な

に
食

べ
て

い
い
ん
で
す
ね
え
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
、
糖
尿
病
食

へ
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ

っ
た
人
が
多
か

っ
た
よ
う
で
す
。

見
学

の
後
、
参
加
者
は
馬
場
市
長
と

懇
談
し
ま
し
た
。

「市
立
病
院

に
療
養

型
病
室
は
設
け
な

い
の
で
す
か
」

「ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
発
電
機

で
つ
く
ら

れ
た

エ
ネ

ル
ギ
ー

の
施
設
外

で
の
利
用

方
法
は
考
え

て
な

い
の
で
す
か
」
と

い

っ
た
参
加
者

の
質
問
に
、
馬
場
市
長
は

一
つ
ひ
と

つ
詳
し
く
答
え
て
い
ま
し
た
。

旅
を
通
し
て
団
体
生
活
を
学
び
、
友

情
を
育
ん
で
も
ら
お
う
と
船

の
会

（永

松
正

一
会
長
）
が
実
施
す
る

「第
２。
回

少
年

の
船
」

（塚
本
恭
男
団
長
）

の
結

団
式
が
７
月
９
日
、
サ
ン
コ
ア
で
あ
り
、

厳
し

い
事
前
研
修
を
終
え
た
小
学
４
年

生
～
中
学
２
年
生

の
４。
人

に
、
晴
れ
の

団
員
決
定
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

式

で
は
、
永
松
会
長
が

「草

の
根
的

な
交
流
を
」
と
、
塚
本
国
長
は

「日
本

の
民
間
人
代
表
と
し
て
台
湾

へ
乗
り
込

も
う
」
と
団
員
た
ち
を
激
励
、
こ
れ
を

受
け
て
和
田
正
太
く
ん

（羽
犬
塚
小
６

年
）
は
団
員
を
代
表
し
て

「台
湾
で
は

異
文
化
を
肌
で
感
じ
、
事
前
研
修

で
学

ん
だ
中
国
語

の
腕
試
し
を
し
た
り
し
て

た
く
さ
ん
の
思

い
出
を
作

っ
て
き
ま
す
」

と
決
意

の
こ
と
ば
を
述

べ
ま
し
た
。

「第
２。
回
少
年

の
船
」
は
、
７
月
２９

日
に
飛
行
機

で
台
湾

へ
上
陸
、
現
地

の

少
年
少
女
と

の
交
流
な
ど
貴
重
な
体
験

を
し
て
８
月
１
日
に
ま
た
飛
行
機
で
筑

後
市

へ
戻

っ
て
き
ま
す
。



▲気合たつぷり。寄宿舎太鼓

寄宿生たちが絲えたタペ

〔秒第16回筑後養護学校寄宿舎夏まつり

親元を離れて寄宿舎で暮らす筑後

養護学校の生徒たちが、家族や地域

の人たちと交流を深めようと開 く

「第 16回 寄宿舎夏まつ り」力可7月 7

日、同校寄宿舎前でありました。

この日のために準備や練習にがん

ばってきたという寄宿生たちは、 3

つのグループに分かれて、人気アニ

メなどの主人公が描かれた自作のみ

こしをかつぎ、スピー ドを競う 「み

こしレース」や、「ヨイサ、ソーレ、

ヤー ッ」と声を張 り上げ、かわるが

わる和太鼓をたた く「寄宿舎太鼓」

を披露 し、まつ りを大いに盛 り上げ

ました。この日は多 くの卒業生の姿

も見られ、カラオケ大会などに飛び

入 り参加、また九州大谷短大の学生

や八女学院高校、黒木高校の生徒な

どもボランテイアとして参加 し各種

模擬店の手伝いに張 り付 くなどして

支援、あちこちから歓声があがる楽

しいまつ りとなりました。

同校寄宿合では、中学生 8人、高

校生45人が寝食をともにしながら勉

強に掃除に洗濯にと規則正 しい生活

を送 り、社会生活に必要な知識や態

度などを学んでいます。

(15)

了

●

●

ど

差
別
を
許
さ
な

い
意
識
を
社
会

に
根

付
か
せ
よ
う
と
市
人
権
啓
発
推
進
協
議

会
が
開
く

「第
１９
回
同
和
問
題

・
人
権

啓
発
推
進
大
会
」
が
７
月
４
日
、
サ
ザ

ン
ク
ス
筑
後
で
あ
り
ま
し
た
。

〕

大
会
で
は
、
人
権
啓
発
行
事

の
開
催
、

地
域

・
企
業

・
団
体
な
ど

で
の
啓
発
活

動

の
推
進
、
身
元
調
査
お

こ
と
わ
り
運

動

の
取
り
組
み
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た

活
動
方
針

や
、
人
権

の
大
切
さ
の
確
認

と

「同
和
」
問
題

の
早
期
解
決
な
ど
が

う
た
わ
れ
た
大
会
決
議
案

が
提
案

さ

れ
、
参
加
し
た
約
３
８
０
人

の
拍
手

で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
曹
洞
宗
円
通
院
住
職

。
狩

野
俊
猷
さ
ん

に
よ
る
講
演
会
が
あ
り
ま

し
た
。

”あ
な
た
が

「ま
ち
が

い
」

か

ら
解
放
さ
れ
る
た
め
の
取
り
組
み
で
す

よ
“
と
題
し
て
狩
野
さ
ん
は
、
ヒ
ノ

エ

ウ

マ
を
信
じ
て
中
絶
し
た
人
や
家
柄

で

人

の
良
し
悪
し
を
判
断
す
る
人
を
例

に

あ
げ
な
が
ら

「差
別
は
日
常
生
活

の
中

に
あ
る
も

の
。　
一
を
聞

い
て
全

て
を
判

断
せ
ず
、
物
事
を
し

っ
か
り
見
据
え

て

考
え
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。
身
ぶ
り
手
ぶ
り
を

交
じ
え
な
が
ら
の
狩
野
さ
ん
の
ユ
ニ
ー

ク
な
話
し
ぶ
り
に
、
参
加
者
た
ち
は
時

折
笑

い
声
を
あ
げ
な
が
ら
熱
心

に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

▲体全身で熱弁をふるう狩野さん

差副の追廠は暮らしの総編膜から

0第 19回同和問題・人権啓発推進大会 )

‐
Ⅲ
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表
　
紙

７
月
１９
日
、
市
内

の
小

。
中
学

校

で
終
業
式
が
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
は
約
４。
日
間

の
夏
体
み
に
大
き

な
期
待
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
校
門

を
飛
び
出
し
ま
し
た
。

水
田
小
学
校

（和
久
山
博
司
校

長
、
２
８
９
人
）
１
年
１
組

の
児

童
た
ち
は
、
体
育
館

で
あ

っ
た
終

業
式

の
後
教
室

へ
戻
り
、
担
任

の

梶
原
康
子
先
生
か
ら
通
知
表

「あ

ゆ
み
」
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
初
め
て
も
ら

う

「
あ

ゆ

み
」

の
存

在

に
興
味

津

々
、
笑
み
を
浮
か
べ
た
り
真
顔

に
な

っ
た
り
し
て
の
ぞ
き
込
ん
で

い
ま
し
た
。
古
賀
裕
季
ち

ゃ
ん
は
、

「ぜ
―
ん
ぶ
○

の
つ
い
と

っ
た
よ
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。



参加者募集

で連絡 してください。

7月 12日 ツベルクリン判定 (保健
センター)で撮影 しました。

希望者には写真を差 し上げます。

～笑つてきずく 健・幸 人生～

とき :10月 22日 (日) ところ :サザンクス筑後

市や市教育委員会、社会福祉協議会などでは、健康や福祉に対する意識を高
めてもらおうと『健康と福祉の祭典』を開催します。健康づくりや福祉に関す
るコーナー、楽しい催し物を予定しています (詳 しくは『広報ちくご』10月 1

日号と一緒に配るチランでお知らせします)。

今回は、この中の “歩こう大会"参加者 “フリーマーケット"出店者、 “笑
顔いっぱい写真展"作品を募集します。

平成 12年度

◆日曜祝日在宅医
6日  日前耳鼻咽喉科医院 (停車場)

おおうち内科クリニック (久富)

13日  田中整形外科 (野町)

川上小児科医院 (徳久)

20日 佐藤外科 (上町)

あだち循環器科内科クリニック

27日  加藤田整形外科 (上原々南)

丸岡医院 (和泉東 )

救急指定病院 (全 日曜祝日)

筑後市立病院 (和泉西)

健康と福卒上の祭典

あ
な
た

に
と

っ
て
は
要
ら
な

い
物

で

も

、
欲

し

い
人

に
と

っ
て
は
宝

物

。

リ

サ
イ
ク

ル
運
動

に
も
役
立

つ
フ
リ
ー

マ

ー
ケ

ッ
ト

に
出
店
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（と
き
〕
１。
月
２２
日
ｍ
午
前
Ю
時
～
午

最
近
、
健
康

の
た
め
早
朝

や
夕
方

に

歩

い
て
い
る
人
が
増
え

て
い
ま
す
。

い
つ
も
歩

い
て

い
る
あ
な
た

、
普
段

運
動
不
足

の
あ
な
た
、
試

し

に
歩

い
て

み
た

い
あ
な
た
、　
一
緒

に
歩

い
て
リ

フ

レ
ッ
シ

ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（と
き
〕

１。
月

２２
日
⑤

午
前
１０
時
～
⌒受

付
は
午
前
９
時
～
９
時
半
）

〔
コ
ー
ス
）

サ
ザ

ン
ク

ス
筑
後

か
ら
丼

原
堤
水
辺
公
園

（大
和
）
ま

で
を
往
復

（約
３

ロ
キ
）

〔対
象
）
健
康

で
団
体
行
動

が

で
き

る

人
（定
員
）

１
０
０
人

〔参
加
費
〕
無
料

〔申
込
期
限
〕
９
月
２９
日
０
ま
で

▲楽しく歩いて健康づくり

☆

歩

こ

う

大

（
〓

人Ｘ
フリ‐マーケツト

後
２
時

（・０
月
２‐
日
０

に
抽
せ
ん
で
区

画
を
決
め
て
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に

準
備
し
ま
す
）

（と
こ
ろ
〕
大
ホ
ー
ル

（出
店
料
〕
無
料

（１
区
画
１６
平
方
房
）

〔申
込
期
限
〕
９
月
２９

日
０

（消
印
有

効
）
ま
で
に
は
が
き
で

「笑
う
門

に
は
福
来
た

る
」

「笑

い

は
人

の
薬
」
と

い

っ
た

こ
と
わ
ざ

が
あ

る
よ
う

に
、
笑

い
は
ま

さ
し
く
健
康

の

基
本
。
心
を
和
ま

せ

る
よ
う
な
笑
顔

い

っ
ぱ

い
の
写
真
を
待

っ
て
い
ま
す
。

（対
象
〕
ど
な
た

で
も
出
品
で
き
ま
す

〔規
格
〕

四

つ
切
リ
サ
イ
ズ

、

パ
ネ

ル

仕
立

て

〔申
込
期
間
〕

９
月
４
日
⑪
～
７
日
∩

い
ず
れ
も
、
健
康
課
保
健
衛
生
係

（〒

８３

１
８
６
０
１

（住
所
不
要
〉
盗
０

４

１
１
５
）

へ

☆

笑
顔
い
っ
ば
い
写
百
【展

a53-3776
a54-0600
奮 53-5000
a54-0630
盆 58-3589
(山 ノ井 中 )

a53-3044
金 53-6811
盗 53-2041

▲もうちっと、まけんの

◆広域眼科在宅医
6日 中島眼科医院 (久留米市野中町)奮44-2030
13日  橋本眼科医院 (小郡市大板井) 奮72-2335
20日  久留米大塩眼科クリニック (久留米市津福本町)

奮36…8200
27日 尾関眼科医院 (久留米市安武町)奮26-5166
◆歯科休日診療
6日 ・20日 ・27日

八女歯科医師会館内の救急医療センター
(八女i市本町)           奮0943-24-4829

13日  永田歯科医院 (水田上)    金52-2133
14日  大津歯科医院 (山 ノ井東)   a53-1153
15日  吉村歯科医院 (八女市鵜池)ao943-22-3310

申
込
み

。
問
合
せ

奮 53-7511
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今日n衛生行事
▼問合せ=健康課

台 53-4115

-7月 ～9月 がピーク ー
食中毒といえば集団発生と思いがちですが、家庭からの

発生も増えています。家族一人ひとりの注意で食中毒を防

ざましょう。

●予防のポイント0
①新鮮なものを買う
②冷蔵庫は10℃以下、冷凍庫は-15℃ 以下で保存 (詰 めす

ぎに注意)

③調理の前には手洗いを

④肉や魚を切つたあとの包丁やまな板は熱湯で洗う

⑤凍結した食品は冷蔵庫か電子レンジで解凍を

⑥加熱する時は十分に熱を通す (残 り物を温めなおす時も)

⑦残つた物は早く冷えるように浅い容器に小分けする

食中毒の症状 (腹痛・下痢・吐き気・発熱など)が出たら、

急いでかか りつけの医師に相談 しましょう。常温に近

い水分を補給して脱水症状を防ぐことも大切です。

う

●

D

う

ゴ

◆乳幼児健診

※母子健康手帳を持つてきてください。体調不良などで受診できないときは連絡してください

◆各種教室

◆各種相談

う

i)

◆ 9月 は一

健 診 と き と こ ろ 対   象   者

乳児健診 (4か 月児 ) 25日④  13:30～ 14i30 保健センター 平成 12年 4月 生まれの子

10か 月 児 健 診 17日 ltt1 13:30～ 14:30 保健センバー 平成 H年 10月 生 まれの子

1歳 6か 月 児 健 診 18日笛) 13:30～ 14:30 保健センター 平成 11年 1月 生 まれの子

3歳 児 健 診 11日鱈∋ 13:30～ 14:30 保健センター 平成 9年 7月生 まれの子 (ア ンケー ト用
紙 と、尿を約5cc持 つてきて ください)

教 室 と き と こ ろ 内 容 な ど

バ ラ ン ス 友 の 会 24日 ltt1  9i30-12:00 保健センター 食事療法

もうすぐパパ・ママ教室
10:00～ 12:00
10:00ん 12:00
10:00～ 12:00

3日 lttl

10日 lttl

17日 lttl

保健センター
妊娠初期保健指導
妊娠中期保健指導と妊婦体操
妊娠後期保健指導と育児

お っ ば い 教 室 24日 ltt1 10:00-12:00 保健センター
妊婦や授乳中の母子。妊娠中からの乳房管

理、母乳育児

乳 幼 児 教 室 22日 9吟  10100～ 12:00 保健センバー
1～ 2歳児未満とその保護者。育児につい

て、親子あそび、おやつ、虫歯予防など

な か よ し 教 室 8日 90  10:00～ 12i00 保健センター
就学前の子どもとその保護者。親子あそび、

本の読み聞かせなど

地 域 リハ ビ リ教 室
9:30～ 12:00
9:30～ 12:00

毎週月曜日

毎週水曜日

流 公 民 館
濤口町公民館

ストレッチ体操、レクリエーシヨンなど

ストレッチ体操、レクリエーションなど

リ ハ ビ リ 数 室 毎週水曜日 13:00～ 16:00 保健センター ストレッチ体操など (バスで送迎)

い き い き運 動 数 室
10:00～ 12:00
10:00～ 12:00

11日④
18日④

保健センパー
運動指導

相 談 と    き と こ ろ

健 康 相 談 2日は)10:30～ 11:30 総合福祉センター

心 の 相 談 6日 (日)13100～ 15:OO 保健セン方―

育 児 相 談 22日 9い 10:00～ 12:00 保健センター

妊 婦 相 談 22日 9り 13:30～ 15:00 保健センパー

と き と こ ろ 内  容

6日m 10:30～ 11:30
総合福祉センター 健 康 相 談

7日い  10100～ 12:00
保健センター

もうすぐパパ・ママ教
室 (初期)

8日⑥  13:30-14:30
保健センター

3歳 児 健 診

(17)
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電話番号は
おまちがえのないように

鏃

高
齢
者
居
室
整
備
資
金

貸
付
事
業

県
で
は
、
住
宅
を
高
齢
者
向
け
に
改

造
し
た
り
増
改
築
し
た
り
す

る
人

に
、

必
要
な
資
金
を
貸
し
付
け
る

「高
齢
者

居
室
整
備
資
金
貸
付
事
業
」
を
実
施
し

ま
す
。

一対
象
〕
次

の
条
件
を
す

べ
て
満
た
す

２。
歳
～
６５
歳

の
人

．
６。
歳

以
上

の
人

と
同
居

し

て

い
る

（し
よ
う
と
し

て
い
る
）
人

か
、

６。
歳

以
上

の
夫
婦

の
み
で
暮
ら
す
世
帯

の
人

・
月
収
が
１０
万
円
以
上

の
人

・
県
内

に
１
年
以
上
住
ん
で
い
る
人
か

県
内

に
１
年
以
上
住
ん
で
い
る
高
齢
者

と
同
居
す
る
人

［内
容
一
必
要
な
資
金

の
う
ち
１
５
０

万
円
ま

で
を
貸
し
付
け
ま
す

※
１０
年
以
内

の
元
利
均
等
月
賦
償
退

で

利
息
は
年
３
言
に
な
り
ま
す

［申
込
み
〕
市
健
康
課
に
あ
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
書
き
、
必
要
書
類
を
添

え
て
Ｈ
月
１５
日
山
ま
で
に
同
課
介
護
福

祉
係

全
Ｔ

８３３

‐
８
６
０
１
〈住
所
不
要
〉

盗
０
４
１
１
こ

へ

※
貸
付
予
定
件
数

（１。
件
）
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す

［問
合
せ
］
県
高
齢
者
福
祉
課

（金
Ｏ

９
２

・
６
４
３

・
３
２
４
９
）
へ

申
請
を
忘
れ
ず
に

児
童
手
当
・特
例
給
付

児
童
手
当
法
が
改
正
さ
れ
、
６
月
１

日
か
ら
児
童
手
当
は

「子
ど
も
が
６
歳

に
な

っ
た
年
の
３
月
」
ま
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
対

象
と
な
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
で
、

ま
だ
申
請
し
て
い
な

い
人
は
、
急

い
で

市
福
祉
事
務
所

で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ

い

（公
務

員

は
勤
務
先

へ
中
請

）
。

た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

卒
金
工
あ
ず
相
譲

市

で
は
、
年
金
に
つ
い
て
の
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

一と
き
一
８
月
２５
Ｈ
④
午
前
９
時
～
午

後
３
時

一と
こ
ろ
一
サ
ン
コ
ア
２
階
、
会
議
室

一相
談
員
〕
久
留
米
社
会
保
険
事
務
所

職
員
、
市
職
員

一問
合
せ
一
市
民
課
国
民
年
金
係

⌒金

０

４
１
１
三

へ

９
月
末
日
ま

で
に
中
請
が
あ

っ
た
場

合
は
、
６
月
分
ま

で
さ
か
の
ば

っ
て
支

給
さ
れ
ま
す
が
、

１。
月
以
降

の
申
請

に

つ
い
て
は
、
中
請
月

の
翌
月
分
か
ら

の

支
給

に
な
り
ま
す
。

一問
合

せ
］
市
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉

係

（盆
０

４
１
１
１
内
線
２
２
４
）

ヘ

注
意
し
ま
し
ょ
う

消
涎
器
の
悪
質
点
検

事
業
所

に
出
入
り
の
点
検
業
者
を
装

い
、
契
約
書

に
署
名
を
求
め
、
高
額
な

代
金
を
請
求
す
る
、
と

い

っ
た
悪
質
な

消
火
器
点
検
が
増
え

て
い
ま
す
。
悪
質

な
消
火
器
点
検

に
は
次

の
よ
う
な
対
策

を
立

て
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

複
数

の
人

⌒上
司
や
上
部

の
担
当
部

門
）
で
応
対
し
、
契
約
し
て
い
る
点
検

業
者
か
ど
う
か
必
ず
確
認
す
る

契
約
書

に
安
易

に
署
名
、
な

つ
印
せ

ず

に
、
内
容
を
よ
く
確
認
す
る

担
当
者
だ
け
で
な
く
、
全
社
員

（従

り
０
０
Ｇ

［と
き
〕
８
月
６
日
⑪
午
前
６
時
集
合

（Ｈ
羽
犬
塚
中
学
校
）

一
コ
ー
ス
〕
羽
犬
塚
中
学
校
↓
久
富
↓

高
江
↓
二
川
小
学
校
↓
狩
菜
↓
窓
ケ
原

公
園
↓
羽
犬
嫁
中
学
校

⌒約
８
１
口
）

一参
加
費
〕
保
険
料
１
０
０
円

［申
込
み
一
当
日
、
受
付
ヘ

一問
合
せ
］
ち
く
ご
歩
こ
う
会

・
藤
円

恐

０
４
３
１
０

ヘ

業
員
）
に
悪
質
な
事
例
が
起
き
て
い
る

こ
と
を
知
ら
せ
、
対
応
策
を
徹
底
す
る

一
般
の
家
庭
で
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

［問
合
せ
〕
市
消
防
本
部
予
防
課
指
導

係

（

⑫
２
０
２
９

へ

無
料
調
停
相
談
会

八
女
調
停
協
会
で
は
、
無
料
調
停
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
内
容
の
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

一と
き
〕
９
月
５
日
∞
午
前
１０
時
～
午

後
３
時

一と
こ
ろ
］
サ
ン
コ
ア

［相
談
担
当
者
］
訓
停
委
員

［相
談
内
容
］
▼
夫
婦
、
親
子
、
遺
た

な
ど
の
も
め
ご
と
▼
戸
籍
に
関
す
る
間

題
▼
金
銭
、
土
地
、
家
屋
に
つ
い
て
の

争
い
▼
交
通
事
故
、
公
害
な
ど
の
も
め

ご
と
な
ど

一問
合
せ
］
八
女
調
停
協
会

（盗
０
９

４
３
０
４
０
３
０

ヘ

献
血
に
協
力
を

市
献
血
推
進
協
議
会
で
は
、
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー
の
採
血
車
を
招
き
、
献

血
を
呼
び
か
け
ま
す
。
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

［と
き

。
と
こ
ろ
〕
８
月
２５
日
④

▼
午

前
１。
時
～
午
後
Ｏ
時
半
Ｈ
若
菜
公
民
館

▼
午
後
２
時
～
３
時
半
Ｈ
Ｊ
Ａ
ふ
く
お

か
八
女
営
久
支
所

一献
血
が
で
き
る
人
〕
▼
１６
～
６９
歳
の

健
康
な
人

⌒６５
歳
以
上
は
条
件
あ
り
）

▼
体
重
が
女
性
で
４。
Ｆ
以
上
、
男
性
で

４５
汗
以
上
の
人
▼
輸
血
や
臓
器
移
植
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
人
▼
Ｂ
型
や
Ｃ
型

の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
を
も

っ
て
い
な
い
人

▼
３
日
以
内
に
注
射

・
服
楽
し
て
い
な

い
人
▼
妊
娠
し
て
い
な
い
人
な
ど

［問
合
せ
〕
市
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉

係

（金
０
４
１
１
１
内
線
２
２
３
）
へ

デー縁て見 る福岡県の歩 み

県統計協会では、人口の動きゃ暮ら

しの移り変わりを、最新の統計データ

を使つてどくした F500万 人時代への軌

跡」を発行しました。利用してください。

[定価]1500円
[申込み・問合せ]市企画課広報統計

係 (a53-4111内線152)

択f方ネヤ社ノ＼期太余
[と き]8月 22日 (内

[と ころ]諏訪神社境内

[内 容]>青 空市場 >子 どもみ

こし>ク イズ大会 >バナナのた

たき売 り>餅投げ>盆踊 り>お
楽しみ抽選会など

[問合せ]八朔大祭本賛会・古

賀 (a53-4566)へ

鞍

(18)



を⑥写 t歓しτや

う

身

募
集

続
改
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー

ル
作
品

県
と
県
統
計
協
会

で
は
、
第
４８
回
統

計
グ

ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
を
募
集

し
ま
す
。
入
賞
者

に
は
賞
状
と
副
賞
が

贈
ら
れ
、
特
撰
作
品
は
全
国

ヨ
ン
ク
ー

ル
に
推
せ
ん
さ
れ
ま
す
。

中対
象
］

▼
第
１
部

Ｈ
小
学
１

・
２
年

生

▼
第
２
部

Ｈ
小
学
３

・
４
年
生

▼
第

３
部

＝
小
学
５

・
６
年
生

▼
第
４
部

Ｈ

中
学
生

▼
第
５
部

Ｈ
高
校
生
以
上

▼
パ

ソ

コ
ン
統
計
グ

ラ
フ
の
部

Ｈ
小
学
生
以

上
”課
題
一
自
由
。
た
だ
し
小
学
４
年
生

以
下
は
、
自
分

で
調
査

・
観
察
し
た
結

果
を
グ
ラ
フ
に
し
て
も
ら

い
ま
す

【申
込
み
］
Ｂ
２
判

の
用
紙

に
作
成
し
、

裏

に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
職
業

（学

校
名
、
学
年
）
を
ふ
り
が
な
を
つ
け
て

書
き
、
９
月
４
日
⑪

（必
着
）
ま
で
に

市
企
画
課
広
報
統
計
係

へ
　
⌒５
人
ま
で

の
合
作
も
で
き
ま
す
）

※
審
査
結
果
は
１。
月
上
旬
に
入
賞
者
か

入
賞
者
が
通
う
学
校

へ
通
知
し
ま
す

一問
合
せ
］
詳
し
く
は
市
企
画
課
広
報

統
計
係

（な
０
４
１
１
１
内
線
１
５
２
）

へ心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文

と
障
空暑
の
日
ポ
ス
タ
ー

県

で
は
、
障
害
者

に
対
す
る
理
解
を

深
め

て
も

ら

う
た

め
、

１２
月

９

日

の

「障
害
者

の
日
」

に
ち
な
ん
だ
作
文
と

ポ

ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

日
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文

一対
象
中
小
学
生
以
上

一作

品
］

４

０
０
字

詰

め
原
稿

用

紙

（Ｂ
４
判
縦
書
き
）

▼
小

。
中
学
生

Ｈ

２
～
４
枚
程
度

▼
高
校
生
以
上

Ｈ
４
～

６
枚
程
度

囲
障
害
者
の
日
ポ
ス
タ
ー

一対
象
］
小
学
生
と
中
学
生

一作
品
〕
画
用
紙

（Ｂ
３
判
か
四
つ
切

り
の
も
の
）
を
縦
書
き
で
。
彩
色
や
画

材
な
ど
は
自
由

囲
申
込
み

市
福
祉
事
務
所
に
あ
る
応
募
用
紙
で
、

９
月
８
日
⑥
ま
で
に
県
障
害
者
福
祉
課

（〒
８‐２

‐
８
５
７
７

（住
所
不
要
と
　
ヘ

圃
問
合
せ

市
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

（金
〇

４
１
１
１
内
線
２
２
３
）

へ

介
護
保
険
運
営
協
議
会

委
員

介
護
保
険
制
度

の
健
全
な
育
成
と
運

営

の
た
め
、
市

で
は
介
護
保
険
運
営
協

議
会
を
設
置
し
ま
す
。
市

の
介
護
保
険

被
保
険
者

で
、
介
護
保
険
運
営

に
関
心

が
あ
り
、
市
民
を
代
表
し
て
発
言
し
て

く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

［募
集
人
数
〕
１
人

［申
込
み

・
問
合
せ
〕
作
文

「介
護
保

険

に
期
待
す
る
こ
と
」

（８
０
０
字
程

度
）
を
添
え
て
、
健
康
課
介
護
福
祉
係

金

０
４
１
１
こ

へ

講
座
・講
習
会

カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
＆
ワ
ー
プ
ロ
講
座

市

で
は
、
再
就
職
支
援

の
た
め
、
カ

ラ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
ヮ
ー
プ

ロ
技

術
を
習
得
す
る
講
座
を
開
き
ま
す
。

中と
き
］
９
月
１３
日
ｍ

～
‐。
月
６
日
④

（上

・
日
、
祝
日
は
除
く
）
午
前
９
時

半
～
午
後
３
時
半

［と
こ
ろ
〕
サ

ン
コ
ア

［内
容
］

ワ
ー
プ

ロ
、
文
部
省
色
彩
能

力
検
定
３
級
対
応

コ
ー
ス
な
ど

一定

員
］
再

就
職

希

望

の
女

性

１。
人

（定
員

に
な
り
次
第
締
切
り
）

一受
講
料
一
無
料

（テ
キ

ス
ト
代
は
受

ブヽ

講
生
負
担
）

一申
込
み

。
問
合
せ
〕
勤
労
婦
人
セ
ン

タ
ー

（金
０
２
５
１
６
）
ヘ

ワ
ー
プ
ロ
短
期
マ
ス

タ

ー
講
座

市
で
は
、
初
心
者
を
対
象
に
ワ
ー
プ

ロ
の
基
礎
を
学
ぶ
講
座
を
開
き
ま
す
。

［と
き
〕
９
月
１３
日
ｍ
～
２‐
日
∩

⌒全

６
回
）
午
後
７
時
～
９
時

一と
こ
ろ
］
サ
ン
コ
ア

”内
容
〕
は
が
き
や
チ
ラ
シ
作
成
な
ど

［定
員
一
１。
人
程
度

一受
講
料
］
無
料

（テ
キ
ス
ト
代
な
ど

は
受
講
生
負
担
）

”申
込
み

・
問
合
せ
］
勤
労
婦
人
セ
ン

タ
ー

（金
０
２
５
１
６
）
ヘ

２
０
０
０
筑
後
地
区
労
働
セ

ミ
ナ
ー

県
筑
後
労
働
福
祉
事
務
所
な
ど
で
は
、

経
営
者
や
人
事

・
労
務

・
教
育
担
当
者

な
ど
を
対
象

に
し
た
、
無
料
セ
ミ
ナ
ー

を
開
き
ま
す
。

中と
き
］
９
月
５
日
∞
午
後
２
時
～
４

時

（受
付
は
午
後
１
時
半
～
）

”と
こ
ろ
〕
久
留
米
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ

ー
ビ
ル
２
階

（久
留
米
市
東
合
川
町
）

一演
題
］
人
を
切
ら
な

い
会
社
が
伸
び

る

（ひ
と
り
歩
き

の
リ

ス
ト
ラ

・
合
理
　
　
９

化
）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

御

”講
師
］
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

（ノ

（次
ペ
ー
ジ
ヘ
）

一
ツ

ボーイ父/)ウト③冨
日本ボーイスカウト筑後第2団 で

は、秋から活動を開始しようと、団員

を募集するための説明会を開きます。

[と き]8月 20日 (日)18100～

[と ころ]サザンクス筑後イベントホ

ール

[対象]〉 年長～小学 1年生 (ビーバ

ースカウト)〉 小学2～ 4年生 (カ ブ

スカウト)〉 小学5年生～中学1年生

(ボーイスカウト)

[制服・教材費]〉 ビーバー=900
0円 〉カブ=1万 4000円 〉ボー

イ=2万円

[費用 (毎月)]>隊 費=1000円
〉保護者=500円

[費用 (年間)]"登録費=4000
円>傷害保険費=600円
※今年度に限り岡が負担します

[問合せ]同団事務局長・中野 (盗 5

3-6889)ヘ

夏 l木みフアミリーナイター

グラウンドゴルフ大会
市教育委員会では、市内に住む人を

対象にした「
夏休みフアミリーナイタ

ーグラウンドゴルフ大会」を開きます。

[と き18月 24日 (下ヽ119!00～ (受付

は18130～ )※ 雨天中止

[と ころ]羽犬塚中学校

[内容]全 16ホ ールで合計打数を競う

個人戦 (組合せは市で決定)

※子どもだけでも参加できますが、保

護者の引率をお願いします

[参加料]1人につき100円

[申込み・問合せ]8月 18日④までに

社会教育課社会教育スポーツ係 (a5

3-4111内線481)ヘ



（前
ペ
ー
ジ
か
ら
）

ン
フ
イ
ク
シ
ヨ
ン
作
家
）

・
永
川
幸
樹

さ
ん［定

員
］
約
８。
人

一申
込
み

。
問
合
せ
］
８
月
２９
日
∞
ま

で
に
県
筑
後
労
働
福
祉
事
務
所

（金
⑩

ｌ
０
３
４
阿
⑪
４
５
３
１
）
ヘ

あ
す
ば
る
女
性
起
業
家

支
援
セ
ミ
ナ
ー

県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

「あ
す
ば
る
」

で
は
、
新
し
く
事
業
を
起

こ
す
た
め

に

必
要
な
専
門
知
識
、
心
構
え
な
ど
を
学

ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
す
。

一と
き
］
９
月
２３
日
明

～
‐０
月
２‐
日
⑭

の
毎
週
土
曜
日
と
‐０
月
９
日
例

一と

こ
ろ
〕
ク

ロ
ー

バ
ー
プ

ラ
ザ

（春

日
市
原
町
）

一定
員
一
具
体
的

に
事
業
を
起

こ
す
計

画
を
立

て
て
い
る
女
性
３。
人

”受
講
料
］
２
万
５
０
０
０
円

［託
児
〕
要
予
約

（６
カ
月
～
就
学
前
、

１
人
１
日
に
つ
き
３
０
０
円
）

［申
込
み

。
問
合
せ
］
市
女
性
政
策
課

に
あ
る
中
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
き
、

８
月
３‐
日
い
ま
で
に
あ
す
ば
る
事
業
課

（な
０
９
２

・
５
８
４

・
１
２
６
１
）
へ

肇
察
官
Ｂ
・
婦
人
肇
察

官
Ｂ

一第
１
次
試
験
〕
１０
月
８
日
０

［と
こ
ろ
〕
▼
警
察
官
Ｂ
＝
明
善
高
校

（久
留
米
市
城
南
町
）
▼
婦
人
警
察
官

Ｂ
Ｈ
香
住
丘
高
校

（福
岡
市
東
区
香
住

ヶ
丘
）

一対
象
〕
昭
和
４５
年
４
月
２
日
～
５８
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

⌒大
学
卒
業

と
来
年
３
月
卒
業
予
定
の
人
は
除
く
）

一募
集
人
数
］
▼
警
察
官
Ｂ
Ｈ
約
１
０

５
人
▼
婦
人
警
察
官
Ｂ
Ｈ
約
４
人

一申
込
み

。
問
合
せ
］
警
察
署
に
あ
る

申
込
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
８
月

Ｈ
日
⑥
～
３。
日
的
に
県
警
察
本
部
警
務

課
採
用
係

全
Ｔ
肥

‐
８
５
７
６
福
岡
市

博
多
区
東
公
園
７
１
７
盗
０
９
２

・
６

２
２

・
０
７
０
０
）
へ

ケ

ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ

ー
実

務
研
修
受
講
試
験

一と
き
］
Ｈ
月
１２
日
０

一と
こ
ろ
］
久
留
米
大
学

⌒久
留
米
市

旭
町
）
ほ
か
県
内
３
カ
所

一申
込
書
配
布
〕
９
月
４
日
⑪
か
ら
県

八
女
保
健
所

（八
女
市
本
村
）
な
ど
で

配
布
し
ま
す

一申
込
み

・
問
合
せ
］
９
月
４
日
⑪
～

２２
日
⑥
に
県
保
健
福
祉
部
介
護
保
険
室

（
盗
０
９
２

・
６
４
３

・
３
３
２
２
）

フラワー教室

ガーデニング講習

[と き]8月 6日 (日 )。 7日 明)、

9:00～ 17:OO
[と ころ]筑後植木市場 (一条 )

[内容 ]フ ラワー教室、 ガーデニ

ング講 習 (材料代実費)な ど

※それぞれ先着50人にベ ゴニアポ

ッ トを差 し上げます

[問合 せ ]県筑後植木農協 (盗 5
3-6008)へ

ゴミネットワーク筑後では、親子を

対象にしたリサイクル教室を無料で開

きます。

[と き]8月 27日 (日)9i00～ 12:00

[と ころ]サンコア講習室4

[定員]親子 (小学4～ 6年生)20組

[申 込み・問合せ〕ゴミネットヮーク
筑後・橋本 (alAH 5 3-4732)へ

1チームlo人 。無違反をめ

[と き]9月 21日 悶～12月 29日 ltt1100日 間
達成チームの中から抽せんで旅行クーボン券などが当たる
[申込み 。問合せ]9月 20日 囚までに市総務課や警察署にあ

る申込用紙に必要事項を書いて県交通対策課 (〒 812-8577住
所不要「無事故チャレンジloo」 係金092-643‐ 3167)ヘ

十

!ε Ce● 0

霙言蒸リサイク)レ孝文室

参

試
験

相  談 と    き ところ 内  容  (相談員) 問合せ

家庭児童相談 毎週月・火・木曜日
8:30～ 17:00

福祉事務所
相談室

児童に関する悩みなど
(家庭児童相談員)

福祉事務所
a041H内線225

教 育 相 談
毎週月～金曜日

8:30～ 17:00
市教育委員
本

いじめ・不登校
悩みや心配など

学習 。進路などの
(教育相談員 )

学校教育課
金04117

健康に関する
総 合 相 談

毎週金曜日
9:00～ 12:00

筑後市立病
院

保健、医療、福祉についての総合相
談      (医 師、総婦長等 )

市立病院総務課
7511

の
談

体
相

と
害

心
障

8月 9日 lttl

13i30～ 16i00
福祉事務所
相談室

障害者 (児)ゃその家族の悩みなど
(社会福祉士 ) 線223

福祉事務所
111

心の健康相談
毎週金曜日

13:00-16:00
所務事

室
祉
談

福
相

心の病に関する悩みなど
(精神保健福祉士)

福祉事務所

lH内線223
婦
談

寡
相

子
庭

母
家 -161001

毎週水曜日 福
相

祉事務所
談室

生活、仕事、子育て、離婚問題など
(婦人相談員兼母子相談員 ) 3

福祉事務所
111

補 聴 器 相 談
8月 22日 山 。8月 23日 体l

10100～ 12100
福祉事務所

聴覚障害者用の補聴器について相談、
修理など      (指 定業者 )

福祉事務所
金041H内線223

在 宅 介 護 相 談 (在宅介護支援センター)

高齢者の介護に関する悩みなどの相談に、専門のソーシャルワーカーゃ看護婦が応じます。
《と き》常時 (土 。日曜日、祝日、夜間は施設の看護婦等が対応します)

《ところ。問合せ》筑後市立病院 (a⑫ 1439)、 芳樹園 (ao25 H)、 クリーンパルゆう 俗⑫0630)

(20)

(日 程 は都 合 に よ り変 更 され る場 合 が あ り ま す )
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『 20世紀のすてきな女性たち 1』

真鍋和子・吉岡しげ美・楔野節子・宮淑子 著
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このシリーズは、オードリエ・ヘ オリジナルカードで

うれしいなせ

０

「子
ど
も

の
本

の
講
座
」
を
終
え

て

母
と
子

の
読
書
会
会
員

で
、
読
売
新
聞

の
編

集
員

で
も
あ

る
村
井
幸
江
先
生
を
迎
え
、
６
月

に
開

か
れ
た

「
子
ど
も

の
本

の
講
座
」

に
は
、

お
も

に
１
歳

か
ら
５
歳

の
子
ど
も
を
持

つ
お
母

さ
ん
た
ち
３。
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
講
座

で
は
、
タ
オ

ル
を
使

っ
た
象

や
う

さ
ぎ

の
作
り
方

や
、
チ

ラ
シ
や
包
装
紙
を
使

っ

て
作

る
手
作
り

の
カ
ー
ド
、
豆
絵
本

の
作
り
方

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
を
託
児
室

に
預
け
、
初
め
は
ち

ょ

っ

と
不
安

そ
う
だ

っ
た
参
加
者

の
み
な

さ
ん
も
、

２
時
間

の
講
座
を
受
講

し
た
後

に
は

「
こ
の
カ

ー
ド
作

っ
て
き
た
よ
う
。

こ
れ
、
だ
れ
だ
」
と
、

お
父
さ
ん
が
飛
び
出
し
て
く

る
手
作
リ
カ
ー
ド

な
ど
を
、
嬉

し
そ
う

に
自
分

の
子
ど
も

に
見
せ

0

て
い
ま
し
た
。

こ
の
講
座

に
参
加

し
た
お
母
さ
ん

の
ひ
と
り

は

「
お
金
を

か
け
な
く

て
も
、
身
近
な
も

の
を

ち

ょ

っ
と
工
夫
す
れ
ば
、

い
ろ
ん
な
物
が
作
れ

る

こ
と
が
分

か
り
ま

し
た
。
心
を
わ
く
わ
く
さ

せ
、
物
作

り
を
通
し

て
子
ど
も
と

い

っ
し

ょ
に

楽

し

い
ひ
と
と
き
を
過

ご
す

こ
と
は
、
と

て
も

大
切
な

こ
と
だ
と
思

い
ま
す
」
と
、

こ
の
講
座

を
受
講
し
た
感
想
を
楽

し
そ
う

に
語

っ
て
く
れ

ま
し
た
。

☆
開
館
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

☆
休
館
日
　
７
日
ω

・
‐４
日
ω

・
２。
日
⑪

・
２‐

日
⑪

・
２８
日
ω

☆
中
央
公
民
館
図
書
室

　

ａ
Ｑ
０
２
１
７
８

奮
口
①
７
２
０
０

｀プ   を集めたものです。

|つ

〕

く

かえってきたカエル

まめをそだてよう

ださしめてほしくて

シークレット・メールの
まつざかだいすけ
松坂大輔

バッテリーⅢ

児童向き〉

なぞ

謎

中川ひろたか

ラーシユ・クリンティング

カール・ノラック

マイケル・コ
漂詫五老

鳥飼新市

あさのあつこ

く一般向き〉

石原慎太郎の東京大改革    東京新聞社会部

憲法とはなにか          櫻井よしこ

青い閃光 ドキュメント東海臨界事故

読売新聞社編集局

可愛いピアス            伊集院静

奇妙な刺客            澤田ふじ子

女流作家             西村京太郎

誇 りへの決月J            キヤビン・ライアル

私らしい豊かさ          サラ・バン・ブラナック

幸せになれるさ !         リチャード・カールソン

花を運ぶ妹             池澤夏樹

相  談 と    き ところ 内  容  (相談員) 問合せ

消費生活相談
毎週月・水・金曜日

8:30～ 17:00 商工観光課
消費生活に関する苦情など

(消費生活相談員)

商工観光課
a041H内 線211

社会保険相談
8月 24日 lttl

10:00～ 15:00
商工会議所

社会保険全般について

(久留米社会保険事務所職員 )

久留米社会保険事

務所 a⑬6191

行 政 相 談
8月 17日 lttl

10:00～ 12:00
サンコア
2階談話室

国、公団、公社等に対する苦情・意

見・要望など  (行政相談委員)

企画課
金041H肉線152

求 職 相 談
毎週火曜日

10100～ 16:00 商工観光課
職業について。求人票は常時商工観

光課で公開    (職 業相談員 )

商工観光課
盗041H内線212

無料法律相談
3月 23日 lttl

13:30～ 16:00
サンコア
1階和室

金銭、不動産、家庭問題など。予約

受付日8月 10日 lttl、 定員 6人を超え

た場合は抽せん    (弁 護士)

総務課 (予約も)

a041H内 線131

レデ ィ ー ス

法 律 相 談

8月 25日 lttl

17:00～ 19:00
サ ンコア

2階会議室

離婚、相続、労働、セクハラなど。相

談者は女性に限る。電話予約が必要

(女性弁護士 )

勤労婦人センター

(予約も)

a02516

人 権 相 談
8月 9日 m

10:00-15:00
サンコア
2階談話室

いじめ、差別、近隣とのもめごとなど

(人権擁護委員 )

総務課
a041H肉線131

心配ごと相談
毎週木曜日

13:00～ 16:00
総合福祉セ
ンター

いろいろな心配ごと、悩みごとなど

(心配ごと相談員)

社会福祉協議会
aq)3969

゛

★子育て電話相談 a
★教育相談電話  a

３

２

５

５

(毎週火・本曜日 10:00～ 16,00)
★福岡県教育ホットライン 盗 52-4949

(21)

４

０

７

８

５

８

８

８



礁
6月 の
人の動き

人 口 47,281人
男   22,606ノ、
女   24,675人

世帯数 14,659戸

(+9人 )

(+H人 )

(-2人 )

(+3戸 )

暴
6月 の
交通事故

249イ牛)

298ノ、)

4人 )

発生件数

負傷者数

死亡者数
※ ( )内は今年の累計です

件

人

人

７

４

０

４

６

鉾
6月 の
火災・救急

( 10件 )

(1300ノ11)

( 730イ牛)

出火件数   1件
火災損害  2名Ч
救急出動 H3件
※( )内は今年の累計です

シ
リ
ー
ズ
丈×
キ
ラ
リ
ｒ
筑
後
遺
産

筑後市大字水田46

筑
後
市

に
あ

る
お
宮
と

い
え
ば

…
。

ま
ず

こ
こ
を

思

い
浮

か

べ
る
と

い
う
人

は
少
な
く
な

い
と
思

い
ま
す
。
今
回
は

水
田
天
満
宮
を
紹
介
し
ま
す
。

水

田
天
満
宮

は
、
菅
原
道
真
公
を
ま

つ
る
お
宮

で
、
鎌
倉
時
代

の
嘉
禄

３
年

（１
２
２
６
年
）

に
盲
原
為
長
が
、
後

堀
河
天
皇

の
指

示

で
建

て
た
と

い
わ
れ

て
い
ま
す
。
今

の
本
殿
は
、
江
戸
時
代

の
寛
文

１２

年

（１
６
７
２
年
）

に
再
建

さ
れ
た
も

の
で
、
太
宰
府

天
満
宮

の
建

築
様
式

が
受

け
継
が
れ
た
、
美

し

い
景

観
を
も

つ
建
物

で
す
。

こ
こ
は
市
内

一
の
文
化
財
の
宝
庫
で
、

参
道

の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
建

っ
て
い
る

「石

造
鳥
居
」
、
本
殿
裏

の
柵
内

に
あ
る

「石

造
狛
犬
」

、
そ

の
ほ
か

「木
造
火
王
水

正
面
」

「木
造
獅

子
頭
」

が
県
文
化
財

に
、
境
内

の
ク

ス
ノ
キ
な
ど

の
樹
木

が

「水

田

の
森
」
と
し

て
県
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

奉
納
さ
れ

る
行
事

に
も
県
無
形
民
俗

文
化
財

の
指
定
を
受
け

て

い
る
も

の
が

あ
り
ま
す
。

「千
灯
明
祭
」

「稚
児
風

流
」

が
そ
う

で
す
。
毎
年
８
月
２５

日

に

奉
納

さ
れ

る

「千
灯
明
祭
」
は
、
秋

の

訪
れ
を
感

じ
さ
せ
る
、
も

の
静

か
な
祭

り

に
な

っ
て

い
ま
す

が
、
か

つ
て
は
豪

華

で
雄
大
な
火
祭
り

で
し
た
。
特

に
仕

掛

け
花
火
は
戦
前
、
九
州
第

一
と
ま

で

い
わ
れ

る
ほ
ど

で
し
た
。
数
十
年
前
ま

で
は
、
男
性
氏
子
の
裸
行
は
勇
ま
し
く
、

け
ん
か

の
絶
え
な

い
荒

々
し

い
祭

り
と

し
て
も
有
名

で
し
た
。

菅
原
道
真
公

の
子
孫

が
代

々
、
太
宰

府

か
ら
隠
居
し

て
く

る
な
ど
歴
史
的

に

も
重
要
な
場
所

で
あ
り
、
地
域
文
化
を

も
担

っ
て
き
た
水

田
天
満
宮
。
本
殿
も

も
ち

ろ
ん

「筑
後
遺
産
」

で
す
。

（昭

和
３６

年
４
月
１８

日
、
県
指
定
文
化
財
）

囲
第

９８
回
シ
ル
バ
ー
囲
碁
大
会

（６
月

‐９
日
、
サ
ン
コ
ア
）

▽
Ａ
級
①
宮
田
智

（熊
野
）
②
今
津
屋

和
雄

（上
原
々
北
）
③
原
田
博
美

（
一

条
）

▽
Ｂ
級
①
坂
本
克
己

（和
泉
西
）

⑥

こ
の
広
報
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
ち
く
ご
へ
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

企
画
課
広
報
統
計
係

（金
０
４
１
１
１
内
線
１
５
２
）

ヘ

□
印
刷
　
　
硼
　
ヒ
　
ガ
　
シ
　
印
　
刷

□
発
行
　
福
岡
県
筑
後
市
役
所
　
同
濡
集
　
総
務
部
全
画
課
　
奮
⑬
４
１
１
１

⑤00
り
蓼

が
衛

②
川
本
剛
也

（大
和
）
③
藤
末
晃

（大
和
）

▽
Ｃ
級

①
中
島
仁

（久
富
）
②
下
川
房
行

（藤
島
）
③
小
野

隆
祐

（下
北
島
）

囲
国
体
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
秋
季
大
会

・
弓
道
競
技

（６

月
１。
日

・
２４

日
、
博
多
の
森
弓
道
場
）
Ｈ
市
内
関
係

少
年
の
部
男
子
④
松
田
有
弘

（八
女
工
業
高
）

団
第
８
回
県
中
学
混
成
競
技
会

・
第

マ
回
県
小
学
生

陸
上
競
技
大
会

（６
月
２５
日
、
小
郡
市
陸
上
競
技
場
）

＝
市
内
関
係
、
優
勝
の
み

▽
中
学
１
年
女
子
１
０
０
房
Ａ
組
①
城
崎
ま
り
恵

（筑

後
中
）

▽
同
Ｂ
組
①
天
ケ
瀬
由
貴

（羽
犬
塚
中
）

▽

小
学
６
年
男
子
１
０
０
肝
①
鶴
善
行

（筑
後
小
）
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後
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（八
女
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）
鶴
善
行

一

一

マ

遺 8月 のこよみ

日 曜 行 事

1 火
筑後市平和旬間 (～ 10日 )

◆船小屋温泉花火大会

4 金 民生委員会

6 日 広島平和記念日

7 月 農業委員会 (立秋 )

9 水
平和を考える市民のつどい

◆長崎原爆記念日

12 土
クリーン作戦・花づ くり
(重点 :筑後校区)

14 月 久富盆綱曳き

15 火
戦没者を追悼し平和を祈念
する日

22 火 諏訪神社八朔大祭

23 水 (処暑 )

24 木
夏休みファミリーナイター

グラウンドゴルフ大会

25 金 水田天満宮千灯明祭

30 水 行政区長会

市 (県)民 税

第 2期

国民健康保険税

第 2期

め

の愛

(22)


